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資金需要者等の現状と動向に関する調査結果報告の公表について 

 

 

 

 

 
 
 
日本貸金業協会は、資金需要者等を取り巻く社会環境が高度情報化社会の進展等によって大きく変化す

る中で、貸金業が担う健全な資金供給機能が的確に発揮されていること及び資金需要者等の借入行動の実

態、借入れに対する意識等を明らかにすることを目的として、資金需要者等を対象としたアンケート調査を実

施しました。 

 
 

■ 調査結果のポイント ■ 

１．貸金市場の状況（ＪＩＣＣ1「統計データ」より）                                資料内 P13-P15 参照 

 平成 30 年 3月末時点における消費者向無担保貸付残高のある人数構成比2を性別にみると、男性が 63.7％、

女性が 36.3％となっており、年齢別では男女共に 40 歳代がそれぞれ 16.2％、9.3％と最も高くなっている。 

 また、都道府県別の就業人口3に対する利用者数の割合 では、「沖縄県」が 13.3％と最も高く、次いで「福岡

県」が 12.6％、「東京都」が 12.4％と続いている。一方、利用者数の割合が低い地域では「富山県」が 6.7％と

最も低い。 

２．借入れの動機・背景                                           資料内 P16-P26/P75-P79 参照 

  ＜資金需要者を取り巻く経済環境の変化＞ 

 借入経験のある個人の家計の収支状況の変化と今後の見通しについてみると、「変化なし」が 45.6％と最も

高く、今後の見込みでも、38.9％が「変化なし」と回答しているものの、高所得者（年収 800 万円超）や若い世

代ほど改善傾向にある結果となった。 

 また、借入経験のある事業者における事業環境の変化と今後の見通しでは、21.7％が 1 年前と比較して改善

したと回答しており、今後の見通しについては 26.1％が改善する見込みと回答している。ただし、インターネ

ットを事業に活用している事業者とそうでない事業者では、明らかに差がみられる結果となっている。 

  ＜借入申込の資金使途＞ 

 借入経験のある個人の直近 3 年間における借入申込の資金使途をみると「趣味娯楽（レジャー、旅行を含

む）」が最も高くなっているものの、年代や男女で違いがわかる結果となった。 

 また、借入経験のある事業者では、「取引先への支払い（事業の一時的な運転資金）」が最も高くなっており、

改めて中小零細事業者における一時的な運転資金などの短期借入需要が依然現存している状況がうかが

える結果となっている。 

  

                                                  
1 「JICC」は、株式会社日本信用情報機構（貸金業法に基づく指定信用情報機関）の略称 
2 「株式会社日本信用情報機構」が保有する統計データにより集計された消費者向無担保貸付残高のある人数構成比（異動情報・参考情報が付帯

してから 1 年以上経過する債務のあるもの等を除外） 
3 総務省が公表している 2017 年度の都道府県別就業者人口に占める割合 

 個人の資金需要者の生活環境が大きく変わり、暮らしが多様化する中で、貸金業者には様々な資金需
要に応え、より身近な金融機関としての役割が一層もとめられている一方で、資金需要者一人ひとりの
金融リテラシーの重要性が増してきている。 

 また、事業者の資金需要者においては、事業環境が変化している中でも、一時的な運転資金などの短
期借入需要は依然現存し、貸金業者には時代のニーズに即した適時、適格な資金供給機能が求められ

ていることがうかがえる。 
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＜借入れの背景＞ 

 借入経験のある個人の新たな借入れ申込や既に契約している借入枠を利用した背景をみると、「将来の臨

時収入や収入の増加などを見込んだ支出の先取り」が 39.4％と最も高く、次いで「旅行や物品購入などによ

る支出の先取り」が 28.9％、「急な冠婚葬祭などによる支出の増加」が 16.0％となった。 

 また、借入経験のある事業者では、「不況等で売上が減った」が 40.2％と最も高く、次いで「予定していた収

入が一時的に途絶える等、運転資金が不足していた」が 31.4％と続いている。 

３．借入れの意識・行動                                           資料内 P27-P69/P80-P97 参照 
＜借入行動の状況等＞ 

 借入経験のある個人の新たな借入れ契約の申込方法では、パソコンやスマートフォン等を使ってインターネ

ットからの申込みが 48.0％と最も高く、計画していた返済期間をみると、43.4％が 1 年以内（「1 週間以内」～

「1 年以内」）と回答しており、返済原資については 88.7％が毎月の収入から返済すると回答している。 

 また、借入経験のある事業者では、27.7％が 1 年以内（「1 週間以内」～「1 年以内」）と回答しており、返済原

資については「売上代金の回収により返済」が 84.6％と最も高い結果となった。 

＜借入先を選定した理由・利用満足度＞ 

 借入経験のある個人の借入先を選定した理由をみると、「借入手続きが簡単だったから」が 41.8％と最も高く、

借入れに伴う一連のサービスについて満足であった内容については、「借入金の使途の自由度」が 31.6％と

最も高く、次いで「契約手続きの手軽さ」が 30.6％と続いている。 
 また、借入経験のある事業者の借入先を選定した理由でも、「借入手続きが簡単だったから」が 50.2％と最も

高くなっており、借入先を選定した理由や、借入れに伴う一連のサービスについて満足であった内容などを

総じてみると、資金需要者が貸金業者の利便性を高く評価していることがわかる結果となった。 
＜インターネットサービスの利用状況等＞ 
 借入経験のある個人におけるインターネット利用によるライフスタイルの変化をみると、「旅行や買い物などを

する際に情報源としてインターネットを利用するようになった」が 65.7％と最も高く、次いで「ＳＮＳ4でのコミュニ

ケーションが増えた」が 56.4％、「インターネットでの物品購入が増え、実店舗で買い物する頻度が減少した」

が 44.5％と続いている。 
 また、借入経験のある事業者におけるインターネット利用によるビジネス環境の変化では、「インターネットバ

ンキングで、口座残高や入出金明細等を確認するようになった」が 32.5％と最も高く、次いで「仕入れや備品

等の購入をする際に情報源としてインターネットを利用するようになった」が 32.1％、「インターネットでの物品

購入が増え、実店舗で購入する頻度が減少した」が 30.5％と続いており、フィンテック等を活用した資金調達

方法の利用意向については、27.9％が利用したいと回答している。 

＜金融リテラシーの状況＞ 
 借入経験のある個人の家計における適切な収支管理のために習慣化しているものについてみると、「毎月

（毎週）の収支を把握している」が 43.6％と最も高く、次いで「日用品以外の買い物をするとき、本当に必要で

あるか考えている」が 28.6％となった。 
 また、貸金業者からの借入れに関する制度や仕組みの認知・理解度については、「クレジットカードやキャッ

シングの返済方法」では、65.1％がどのようなものか知っていると回答している。一方、「利息の計算方法（単

利計算と複利計算の違い）」では、どのようなものか知っていると回答した割合は 25.1％にとどまる結果となっ

ている。 

４．貸金業者に対する期待・要望                                   資料内 P70-P74/P98-P102 参照 
 貸金業者に望んでいることについては、借入経験のある個人及び事業者ともに、「庶民の生活に根ざした身

近な金融機関としての存在」が 40.6％、50.5％とそれぞれ最も高くなっており、情報化社会の急速な進展や

経済格差の広がりなどにより、資金需要者を取り巻く社会環境が大きく変わってきたことで、身近な金融機関

としての貸金業者の存在価値が以前にもまして高まってきていることがうかがえる結果となった。 

                                                  
4 Social Networking Service（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）の略称 



 

3 
 

記 

１． 公表日 

平成 30 年 9 月 28 日（金曜日） 

 

２． 調査概要 

（1）調 査 方 法 インターネット調査法（スマートフォン等を利用したモバイルリサーチ） 

（2）調 査 対 象 調査会社が保有する全国 18 歳以上のインターネットモニター会員 

（3）調 査 期 間 平成 30 年 7 月 30 日から平成 30 年 8 月 18 日 

（4）調 査 主 体 日本貸金業協会 業務企画部 

(5)主 な調 査 項 目 

（個人・事業者共通） 

①借入れの動機・背景 

 家計の収支状況と今後の見通し 

 借入申込を行った際の資金使途 

 借入申込を行った背景 等 

②借入れの意識・行動 

 貸金業者への新たな借入申込状況・結果 

 借入先を選定する際に重視するポイント・理由 

 借入れできなかった際の行動とその影響 

 貸金業者に対する利用満足度 

 インターネットサービス等の利用状況・影響 

 金融リテラシーの状況 等 

③貸金業者に対する期待・要望 

 貸金業者からの借入れに関する今後の利用意向 

 借入先との連絡方法・手段 

 貸金業者に望んでいること 等 

 

３． ホームページ掲載箇所 

日本貸金業協会ホームページ（https://www.j-fsa.or.jp/） 内 

調査結果報告資料のページ（https://www.j-fsa.or.jp/material/report/index.php/） 

 

４． 今回の調査結果の内容に関する問い合わせ先 

日本貸金業協会 業務企画部 調査課 

（直通）03-5739-3013 

 

 

以  上 
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■ 調査目的 
日本貸金業協会は、資金需要者等を取り巻く社会環境が高度情報化社会の進展等によって大きく変

化する中で、貸金業が担う健全な資金供給機能が的確に発揮されていること及び資金需要者等の借入

行動の実態、借入れに対する意識等を明らかにすることを目的として、資金需要者等を対象としたアン

ケート調査を実施しました。 

 

■ 調査概要 

（1）調 査 方 法 インターネット調査法（スマートフォン等を利用したモバイルリサーチ） 

（2）調 査 対 象 調査会社が保有する全国 18 歳以上のインターネットモニター会員 

（3）調 査 期 間 平成 30 年 7 月 30 日から平成 30 年 8 月 18 日 

（4）調 査 主 体 日本貸金業協会 業務企画部 

(5)主 な調 査 項 目 

（個人・事業者共通） 

①借入れの動機・背景 

 家計の収支状況と今後の見通し 

 借入申込を行った際の資金使途 

 借入申込を行った背景 等 

②借入れの意識・行動 

 貸金業者への新たな借入申込状況・結果 

 借入先を選定する際に重視するポイント・理由 

 借入れできなかった際の行動とその影響 

 貸金業者に対する利用満足度 

 インターネットサービス等の利用状況・影響 

 金融リテラシーの状況 等 

③貸金業者に対する期待・要望 

 貸金業者からの借入れに関する今後の利用意向 

 借入先との連絡方法・手段 

 貸金業者に望んでいること 等 

資 金 需 要 者 等 の現 状 と動 向 に関 する調 査 結 果 報 告 

 個人の資金需要者の生活環境が大きく変わり、暮らしが多様化する中で、貸金業者には様々な資金

需要に応え、より身近な金融機関としての役割が一層求められている一方で、資金需要者一人ひとり

の金融リテラシーの重要性が増してきている。 

 また、事業者の資金需要者においては、事業環境が変化している中でも、一時的な運転資金などの短

期借入需要は依然現存し、貸金業者には時代のニーズに即した適時、適格な資金供給機能が求めら

れていることがうかがえる。 
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＜個人向け調査＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜事業者向け調査＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

【プレ調査】 

回収サンプル数 35,460 名 

 

【本調査（貸金業者からの借入経験のある個人）】 

回収サンプル数：2,000 名 〔借入経験のある専業主婦（主夫）を含む〕 

＜貸金業者からの借入残高あり＞ 1,000 名 

＜貸金業者からの借入残高なし＞ 1,000 名 

 

※消費者金融会社やクレジットカード会社・信販会社、事業者金融会社から、現時点において借入

残高がある個人及び消費者金融会社やクレジットカード会社・信販会社、事業者金融会社から、

借入経験があり、かつ現時点において借入残高がない個人 

※回収サンプルは、性別及び年齢を株式会社日本信用情報機構の統計データにより割付 

 

【プレ調査】 

回収サンプル数 19,699 名 

 

【本調査（貸金業者からの借入経験のある事業者）】 

回収サンプル数：1,500 名 （個人事業主：1,287 名 小規模企業経営者：213 名） 

 

※貸金業者から事業性資金（運転資金・設備資金等）の借入れをしたことがある個人事業主の借入

利用者と、本人が経営する会社または所属する会社において貸金業者から事業性資金の借入れ

をしたことがある小規模企業経営者の借入利用者 

※小規模企業経営者の事業規模ついては、「中小企業基本法第 2 条第 5 項」の規定等に基づいて

該当する事業者を抽出 

※回収サンプルには、「電子商取引」や「クラウド会計」、「ＳＮＳでの情報発信」等ＩＴ・インターネットを

積極的に活用している事業者 578 名（個人事業主：501 名 小規模企業経営者：77 名）を含む 

 

【本調査に関するお問い合わせ先】 

日本貸金業協会 業務企画部 調査課 （電話番号：03-5739-3013） 
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■ 標本構成 

＜借入経験のある個人 n=2,000＞ 

＜地区＞                                     ＜個人年収＞ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜男女＞                             ＜年代＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

13.1%

22.5%

14.8%

15.7%

17.1%

6.3%

10.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

北海道/東北地区

東京都以外の関東地区

東京都

中部地区

近畿地区

中国/四国地区

九州/沖縄地区

23.0%

15.8%

18.4%

23.2%

14.2%

3.2%

2.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

100万円以下

100万円超～200万円以下

200万円超～300万円以下

300万円超～500万円以下

500万円超～800万円以下

800万円超～1,000万円以下

1,000万円超

63.7%

36.3%

男性 女性

15.1%

19.6%

25.7%

21.0%

18.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20代以下

30代

40代

50代

60代以上
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＜借入経験のある事業者 n=1,500＞ 

＜職業（個人事業主・小規模企業経営者）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜年商 （個人事業主）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜年商 （会社法人）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

14.2% 85.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

法人（小規模企業経営者） 自営業・個人事業主

 

76.2%

10.2%

5.1%

3.9%

1.0%

2.3%

1.1%

0.1%

0.1%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1,000万円以下

1,000万円超～2,000万円以下

2,000万円超～3,000万円以下

3,000万円超～5,000万円以下

5,000万円超～7,000万円以下

7,000万円超～1億円以下

1億円超～3億円以下

3億円超～5億円以下

5億円超

わからない

 

18.3%

16.0%

9.9%

14.1%

8.0%

7.0%

14.6%

1.4%

6.1%

4.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1,000万円以下

1,000万円超～2,000万円以下

2,000万円超～3,000万円以下

3,000万円超～5,000万円以下

5,000万円超～7,000万円以下

7,000万円超～1億円以下

1億円超～3億円以下

3億円超～5億円以下

5億円超

わからない
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■ はじめに 

貸金市場における消費者向無担保貸付の状況 （ＪＩＣＣ1「統計データ」より） 

 平成 30 年 3 月末時点における消費者向無担保貸付残高のある人数構成比2を性別にみると、男性が

63.7％、女性が 36.3％となっており、年齢別では男女共に 40 歳代がそれぞれ 16.2％、9.3％と最も高く

なっている。（P13 図 1） 

 また、都道府県別の就業人口に対する利用者数の割合3では、「沖縄県」が 13.3％と最も高く、次いで

「福岡県」が 12.6％、「東京都」が 12.4％と続いている。一方、利用者数の割合が低い地域では「富山県」

が 6.7％と最も低い。（P14 図 2） 

 残高区分別に消費者向無担保貸付残高のある人数構成比をみると、50 万円以下の占める割合が

64.3％となっている。（P15 図 3） 

 

■ 調査結果の概要 

Ⅰ.借入経験のある個人 

1. 借入れの動機・背景 

 借入経験のある個人に対して、家計の収支状況の変化と今後の見通しについて調査したところ、「変化

なし」が 45.6％と最も高く、次いで「改善した」が 21.2％、「悪化した」が 19.4％と続いており、今後の見込

みでも、38.9％が「変化なし」と回答している。（P16 図 4） 

 また、1 年前と比較して支出が増加した費目をみると、「趣味／娯楽（レジャー、旅行を含む）費用」が

30.6％と最も高く、次いで「食費」が 29.6％と続いており、今後支出が増加する見込みの費目でも、「趣

味／娯楽（レジャー、旅行を含む）費用」が 26.5％と最も高い結果となった。（P18 図 5） 

 借入経験のある個人に対して直近 3 年間における借入申込の資金使途について調査したところ、「趣

味／娯楽（レジャー、旅行を含む）費用」が 47.6％と最も高く、次いで「食費」が 24.4％、「外食等の遊興

費」が 16.6％となった。（P21 図 6）  

 また、新たな借入れ申込や既に契約している借入枠を利用した背景をみると、「将来の臨時収入や収

入の増加などを見込んだ支出の先取り」が 39.4％と最も高く、次いで「旅行や物品購入などによる支出

の先取り」が 28.9％、「急な冠婚葬祭などによる支出の増加」が 16.0％と続いている。（P24 図 7） 

 

2. 借入れの意識・行動 

 借入行動の状況等 

 借入経験のある個人に対して、直近 3 年間の貸金業者への借入申込状況について調査したところ、

28.7％が借入申込みを行い、そのうち 65.9％が希望どおりの借入れができたと回答している。    

（P27 図 8） 

 また、新たな借入れ契約の申込方法では、「パソコンやスマートフォン等を使ってインターネットから申込

んだ」が 48.0％と最も高く、次いで「自動契約機で申込んだ」が 32.8％と続いている。（P28 図 9） 

  

                                                  
1 「JICC」は、株式会社日本信用情報機構（貸金業法に基づく指定信用情報機関）の略称 
2 「株式会社日本信用情報機構」が保有する統計データにより集計された消費者向無担保貸付残高のある人数構成比（異動情報・参考情

報が付帯してから 1 年以上経過する債務のあるもの等を除外） 
3 総務省が公表している 2017 年度の都道府県別就業者人口に占める割合 
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 借入れを申込みした際に計画していた返済期間をみると、43.4％が 1 年以内（「1 週間以内」～「1 年以

内」）と回答しており、返済原資については「毎月の収入から返済する」と回答した割合が 88.7％と最も

高い結果となっている。（P30 図 10） 

 借入経験のある個人に対して、貸金業者からの借入れが年収の 3 分の 1 を超えた経験の有無につい

て調査したところ、72.8％が年収の 3 分の１を超えた経験はないと回答している。（P31 図 11）  

 銀行等の預金取扱金融機関が行っているカードローンなどの利用意向についてみると、54.2％が利用

を考えたことがあると回答している。（P32 図 12） 

 また、年収別に「利用を考えたことがある（利用している）」と回答した割合をみると、低所得者

層、中所得者層、高所得者層でそれぞれ 22.6％、31.9％、43.9％と、年収が高いほどその割合が

高い傾向となっている。（P32 図 12） 

 借入先を選定する際に重視するポイント・理由等 

 借入経験のある個人に対して、借入先を選定する際に重視するポイントを調査したところ、「金利が低い

こと」が 49.6％と最も高く、次いで「保証人を立てずに借りられること」が 35.3％、「無担保で借入れできる

こと」が 31.9％となった。一方、「他人に気づかれないことへの配慮/個人情報管理の安心感がある」や

「日本貸金業協会の会員であること」など、借入先を選定する際に安心感を重視する様子も見てとれる

結果となっている。（P33 図 13）  

 また、借入先として検討した先については、「クレジットカード・信販会社」が 62.7％と最も高く、次いで

「消費者金融会社（全国展開等の大手消費者金融会社）」が 57.4％、「銀行等の預金取扱金融機関」が

30.7％となった。（P36 図 14） 

 さらに、年代別にみると、20 代と 30 代では「消費者金融会社（全国展開等の大手消費者金融会社）」、

40 代以上では「クレジットカード・信販会社」と回答した割合が最も高く、世代間で選定先の傾向に違い

が見られる結果となっている。（P37 図 14） 

 借入経験のある個人に対して、借入先を選定した理由について調査したところ、「借入手続きが簡単

だったから」が 41.8％と最も高く、次いで「金利が低かったから」が 39.3％と続いている。 (P38 図 15） 

 また、借入先を選定する際の情報源では、「テレビＣＭ」が 36.6％と最も高く、次いで「借入先企業の

ホームページ」が 28.3％、「比較情報サイト」が 17.2％となった。（P39 図 16） 

 借入れできなかった際の行動・影響 

 借入経験のある個人に対して、借入れできなかった（申し込まなかった）際に取った行動について調査

したところ、「支出を抑えた」が 45.9％と最も高く、次いで「特に何もしなかった」が 24.0％、「相談窓口や

家族・知人等に相談した」が 23.0％となった。（P42 図 17） 

 希望どおりの借入れができなかったことによる影響については、「日常の生活に支障がでた」が 75.0％と

最も高く、次いで「事故や急病等による通院に支障がでた」が 14.3％と続いている。（P44 図 18）  

 延滞経験の有無・理由 

 借入経験のある個人に対して、貸金業者からの借入れにおける 3 カ月以上の延滞経験の有無につい

て調査したところ、6.3％が支払いを延滞したことがあると回答しており、その延滞した理由については、

「失業し働けなくなったから」が 43.2％と最も高く、次いで「給与・賞与等が予定通り支給されなかったか

ら」が 36.8％、「怪我や病気で働けなくなったから」が 21.6％となっている。（P45 図 19, 20） 
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 貸金業者に対する利用満足度 

 借入経験のある個人に対して、借入れに伴う一連のサービスについて満足であった内容を調査したとこ

ろ、「借入金の使途の自由度」が 31.6％と最も高く、次いで「契約手続きの手軽さ」が 30.6％、「申込から

審査結果が出るまでのスピード」が 28.1％となった。（P46 図 21）  

 さらに、男女別に満足であった内容をみると、男性では「借入金の使途の自由度（33.4％）」、女性では

「申込から審査結果が出るまでのスピード（31.3％）」がそれぞれ最も高い結果となった。（P46 図 21） 

 借入れに伴う一連のサービスについて不満足であった内容については、「申込時の提出書類の量」が

11.7％と最も高く、次いで「借入時と返済時の利便性」が 11.0％と続いている。（P49 図 22）  

 インターネットサービス等の利用状況・変化 

 借入経験のある個人に対して、インターネット関連サービスの利用状況について調査したところ、「電子

メール」が 86.6％と最も高く、次いで「インターネットショッピング」が 75.2％と続いている。（P52 図 23） 

 また、インターネット利用によるライフスタイルの変化では、「旅行や買い物などをする際に情報源として

インターネットを利用するようになった」が65.7％と最も高く、次いで「ＳＮＳ4でのコミュニケーションが増え

た」が 56.4％、「インターネットでの物品購入が増え、実店舗で買い物する頻度が減少した」が 44.5％と

なった。（P55 図 24） 

 金融リテラシーの状況 

 借入経験のある個人に対して、家計における適切な収支管理（赤字解消や黒字確保等）のために習慣

化しているものについて調査したところ、「毎月（毎週）の収支を把握している」が 43.6％と最も高く、次い

で「日用品以外の買い物をするとき、本当に必要であるか考えている」が 28.6％となった。（P58 図 25）  

 また、貸金業者からの借入れに関する制度や仕組みの認知・理解度については、「クレジットカードや

キャッシングの返済方法」では、65.1％がどのようなものか知っていると回答している。一方、「利息の計

算方法（単利計算と複利計算の違い）」では、どのようなものか知っていると回答した割合は 25.1％にと

どまる結果となっている。（P61 図 26） 

 借入経験のある個人に対して、貸金業者が行っている返済等に関するカウンセリング5の利用意向につ

いて調査したところ、20.8％が利用したいと回答している。（P64 図 27） 

 また、借入や返済等に関するカウンセリングを行っている相談窓口・機関・団体の認知については、「名

前や利用方法について、よく知っている」、「名前や利用方法などについて、ある程度知っている」と回

答した割合の合計をみると、「国民生活センター相談窓口」が 24.3％と最も高く、次いで「日本司法支援

センター法テラス」が 22.0％と続いている。（P65 図 28） 

  

                                                  
4 Social Networking Service（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）の略称 
5 返済等に関するカウンセリングとは、返済に関する相談や生活再建のためのアドバイス、債務解決等に関する相談先の案内等を指す 
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 ヤミ金融等非正規業者との接触状況 

 借入経験のある個人に対して、ヤミ金融等非正規業者、クレジットカードショッピング枠の現金化業者、

偽装質屋、似非（えせ）ファクタリング業者の認知について調査したところ、「どのようなものか知っている」

と回答した割合は、「ヤミ金融等非正規業者6」が 27.7％、「クレジットカードショッピング枠の現金化業者

7」が 22.5％、「偽装質屋8」が 8.6％、「似非（えせ）ファクタリング業者9」が 6.3％となった。（P68 図 29）  

 また、ヤミ金融等非正規業者との接触経験の有無をみると、11.6％が接触したことがあると回答しており、

その接触方法については「業者からの電話」が 28.8％と最も高く、次いで「インターネット上の業者の広

告」が 23.1％、「業者から届いたダイレクトメール」が 22.7％と続いている。（P69 図 30,31） 

 

3. 貸金業者に対する期待・要望 

 各種問合せや返済相談等を行う際に望む借入先との連絡方法・手段について調査したところ、「電話

(オペレーターによる応答サービス)」が 42.7％と最も高く、次いで「インターネット（会員専用ホームペー

ジ等）」が 42.5％、「店頭窓口」が 35.3％と続いている。（P70 図 32） 

 貸金業者に望むことについては、｢庶民の生活に根ざした身近な金融機関としての存在｣が 40.6％と最

も高く、次いで「一定期間無利息等の新しい金融サービスの追求」が 27.1％、｢安心して相談できる体

制｣が 25.5％となった。一方、貸金業者の業態や事業規模に応じて、それぞれ望んでいる内容に違

いが生じている結果となっている。（P71 図 33） 

 

 

  

                                                  
6 ヤミ金融等非正規業者とは、国（財務局）または都道府県の登録を受けずに貸金業を営んでいる業者 
7 クレジットカードショッピング枠の現金化業者とは、本来、商品やサービスを後払いするために設定されている「ショッピング」の

利用可能枠を現金化する業者（換金目的でのクレジットカード利用は、クレジットカード会社の会員規約に違反する行為で、クレ

ジットカードの利用ができなくなったり、犯罪やトラブルに巻き込まれたりするケースもある） 
8 偽装質屋とは、質屋営業を装い、担保価値のない物品を質置きさせた上で、実質的に年金等を担保にして金銭の貸付を行い、高額な

金利等の支払を求める業者 
9 似非（えせ）ファクタリング業者とは、貸金業法や利息制限法の規制が及ばない「ファクタリング（債権の売買）」を偽装して金銭の

貸付を行い、高額な金利等の支払を求める業者 
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Ⅱ.借入経験のある事業者 

1. 借入れの動機・背景 

 借入経験のある事業者に対して、事業環境の変化と今後の見通しについて調査したところ、21.7％が 1

年前と比較して「改善した」と回答しており、今後の見通しでも 26.1％が「改善する見込み」と回答してい

る。（P75 図 34） 

 また、事業の収支状況の変化と今後の見通しでは、21.1％が 1 年前と比較して「改善した」と回答してお

り、今後の見通しでも 26.0％が「改善する見込み」と回答している。（P75 図 34） 

 借入経験のある事業者に対して、直近 3 年間における借入申込の資金使途について調査したところ、

「取引先への支払い（事業の一時的な運転資金）」と回答した割合が 50.8％と最も高い結果となった。

(P78 図 35) 

 また、新たな借入れ申込や既に契約している借入枠を利用した背景をみると、「不況等で売上が減った」

が 40.2％と最も高く、次いで「予定していた収入が一時的に途絶える等、運転資金が不足していた」が

31.4％、「設備投資等で一時的に支出が増えた」が 30.1％と続いている。(P79 図 36) 

 

2. 借入れの意識・行動 

 借入行動の状況等 

 借入経験のある事業者に対して、直近 3 年間の貸金業者への借入申込状況について調査したところ、

34.1％が借入申込みを行い、そのうち 58.0％が希望どおりの借入れができたと回答している。    

（P80 図 37） 

 また、新たな借入れを申込みした際に計画していた返済期間をみると、27.7％が 1 年以内（「1 週間以

内」～「1 年以内」）と回答しており、返済原資については「売上代金の回収により返済」と回答した割合

が 84.6％と最も高い結果となった。（P81 図 38） 

 さらに、貸金業者から個人で借入れた資金を事業の運転資金等に転用した経験の有無については、

54.6％が転用したことがあると回答している。（P82 図 39） 

 借入先を選定する際に重視するポイント・理由等 

 借入経験のある事業者に対して、借入先を選定する際に重視するポイントを調査したところ、「金利が低

いこと」が 55.0％と最も高く、次いで「無担保で借入れできること」が 44.7％、「保証人を立てずに借りら

れること」が 42.9％となった。一方、「他人に気づかれないことへの配慮/個人情報管理の安心感がある」

や「日本貸金業協会の会員であること」など、借入先を選定する際に安心感を重視する様子も見てとれ

る結果となっている。（P83 図 40） 

 また、借入先として検討した先については、「銀行等の預金取扱金融機関」が 60.7％と最も高く、次いで

「クレジットカード・信販会社」が 52.5％、「消費者金融会社（全国展開等の大手消費者金融会社）」が

32.9％と続いている。（P84 図 41） 

 借入先を選定した理由については、「借入手続きが簡単だったから」が 50.2％と最も高く、次いで「金利

が低かったから」、「担保・保証人が不要だったから」がそれぞれ 40.6％となった。（P84 図 41） 

 借入先を選定する際の情報源をみると、「借入先企業のホームページ」が 32.9％と最も高く、次いで「テ

レビＣＭ」が 26.0％、「友人・知人からの紹介」が 18.8％と続いている。（P85 図 42） 

  



 

10 
 

 借入れできなかった際に取った行動・影響 

 借入経験のある事業者に対して、借入れできなかった（申し込まなかった）際に取った行動について調

査したところ、「個人の支出を減らして事業資金に充てた」と回答した割合が 40.0％と最も高くなってお

り、その内容をみると、「生活費（89.5％）」や「趣味/娯楽（レジャー、旅行を含む）等の費用（70.9％）」な

どの支出を減らして対応している結果となっている。（P86 図 43） 

 希望どおりの借入れができなかったことによる影響については、「事業に必要な資材の購入等に支障が

でた」が 36.7％と最も高く、次いで「既存借入金の返済に支障がでた」が 32.6％と続いている。  （P88 

図 44） 

 延滞経験の有無・理由 

 借入経験のある事業者に対して、貸金業者からの借入れにおける 3 カ月以上の延滞経験の有無につ

いて調査したところ、5.7％が支払いを延滞したことがあると回答しており、その延滞した理由については、

「業績が悪化し手元資金が不足したから」が 69.4％と最も高く、次いで「売上代金の回収が遅れたから」

が 49.4％、「取引先が突然倒産したから」が 15.3％となっている。（P89 図 45） 

 インターネットサービス等の活用状況・変化 

 借入経験のある事業者に対して、事業におけるインターネットの活用状況について調査したところ、「電

子メールの送受信」が 81.0％と最も高く、次いで「ホームページ閲覧等の情報収集」が 69.8％、「イン

ターネットバンキング」が 51.5％となった。（P90 図 46） 

 また、インターネット利用によるビジネス環境の変化については、「インターネットバンキングで、口座残

高や入出金明細等を確認するようになった」が 32.5％と最も高く、次いで「仕入れや備品等の購入をす

る際に情報源としてインターネットを利用するようになった」が 32.1％、「インターネットでの物品購入が

増え、実店舗で購入する頻度が減少した」が 30.5％と続いている。（P91 図 47） 

 借入経験のある事業者に対して、フィンテック等を活用した資金調達方法の認知について調査したとこ

ろ、「よく知っている」、「ある程度知っている」と回答した割合の合計をみると、「クラウドファンディング

（寄付型）10」が 27.3％と最も高く、次いで「クラウドファンディング（購入型）11」が 27.2％、「ソーシャルレン

ディング12」が 10.7％となった。（P92 図 48） 

 また、フィンテック等を活用した資金調達方法の利用意向については、27.9％が利用したいと回答して

おり、利用したい理由では「金利が低いから」が 53.7％と最も高く、次いで「調達できる金額が大きいから

（必要な金額を調達できるから）」が 30.5％、「担保・保証人が不要だから」が 27.2％と続いている。 

（P93,94 図 49,50） 

 さらに、インターネットを事業に活用している事業者13の利用意向をみると、38.8％がフィンテック等を活

用した資金調達方法を利用したいと回答しており、そのうちの「ＥＣモール14」や「比較情報サイト15」を利

用している事業者では、48.2％が利用したいと回答している。（P94 図 50） 

  

                                                  
10 クラウドファンディング（寄付型）とは、インターネットを利用して、事業や活動に対する支援を募ることで資金を得る手法で、対

価や返済が不要なタイプを指す 
11 クラウドファンディング（購入型）とは、インターネットを利用して、事業や活動に対する支援を募ることで資金を得る手法で、資

金提供の対価として物品やサービスを提供するタイプを指す 
12 ソーシャルレンディングとは、事業や活動の資金を募ることで、インターネットを介して複数の個人から融資を受ける手法 
13 「電子商取引」や「クラウド会計」、「ＳＮＳを使った情報発信」等、ＩＴ・インターネットを事業に活用している事業者 

14 インターネット上の仮想商店街 
15 複数の商品やサービスを比較できるインターネット上の情報サイト 
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 ヤミ金融等非正規業者との接触状況 

 借入経験のある事業者に対して、ヤミ金融等非正規業者、クレジットカードショッピング枠の現金化業者、

偽装質屋、似非（えせ）ファクタリング業者の認知について調査したところ、どのようなものか知っていると

回答した割合は、「ヤミ金融等非正規業者」が 36.1％、「クレジットカードショッピング枠の現金化業者」

が 33.4％、「偽装質屋」が 12.1％、「似非（えせ）ファクタリング業者」が 7.8％となった。（P96 図 51） 

 また、ヤミ金融等非正規業者との接触経験の有無をみると、16.3％が接触したことがあると回答しており、

その接触方法については、「ヤミ金業者等非正規業者からの電話」が 31.3％と最も高く、次いで「イン

ターネット上の業者の広告」が 22.4％、「ヤミ金融等非正規業者から届いた FAX」が 17.9％と続いてい

る。（P97 図 52,53） 

 

3. 貸金業者に対する期待・要望 

 借入経験のある事業者に対して、貸金業者からの借入れについての今後の用途別での利用意向につ

いて調査したところ、「設備資金等の支払い」が 39.4％と最も高く、次いで「取引先への支払い（一時的

なつなぎ資金）」が 32.9％、「取引先への支払い（経常的な資金）」が 21.5％となった。（P98 図 54） 

 また、各種問合せや返済相談等を行う際に望む借入先との連絡方法・手段では、｢店頭窓口｣が 50.1％

と最も高く、次いで「インターネット（会員専用ホームページ等）」が 43.3％、「電話(オペレーターによる応

答サービス)」が 36.9％と続いている。（P99 図 55） 

 貸金業者に望むことについては、｢庶民の生活に根ざした身近な金融機関としての存在｣が 50.5％と最

も高く、次いで「一定期間無利息等の新しい金融サービスの追求」が 28.8％、「安心して相談できる体制」

が 27.7％となった。一方、貸金業者の業態や事業規模に応じて、それぞれ望んでいる内容に違いが

生じている結果となっている。（P100 図 56） 
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個人向け調査結果 事業者向け調査結果

■ はじめに 

【貸金市場における消費者向無担保貸付の状況（ＪＩＣＣ「統計データ」より）】 

 平成 30 年 3 月末時点における消費者向無担保貸付残高のある人数構成比を性別にみると、男

性が 63.7％、女性が 36.3％となっており、年齢別では男女共に 40 歳代がそれぞれ 16.2％、

9.3％と最も高くなっている。 

 また、都道府県別の就業人口に対する利用者数の割合では、「沖縄県」が 13.3％と最も高く、

次いで「福岡県」が 12.6％、「東京都」が 12.4％と続いている。一方、利用者数の割合が低い

地域では「富山県」が 6.7％と最も低い。 

 残高区分別に消費者向無担保貸付残高のある人数構成比をみると、50 万円以下の占める割合

が 64.3％となっている。 

 

＜図 1：男女・年代別の消費者向無担保貸付残高のある人数構成比（ｎ=6,790 千人）＞ 
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（※構成比は小数点以下第 2 位を四捨五入しているため、合計しても必ずしも 100 とはならない。 ） 
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個人向け調査結果 事業者向け調査結果

 

＜図 2：都道府県別の消費者向無担保貸付残高のある人数構成比／就業人口比率％＞ 

 

 

 

 

 

 

  

 
  （※「就業人口比率（％）」は、「都道府県別の利用者人数」を「都道府県別の就業者人口」で除した割合） 
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個人向け調査結果 事業者向け調査結果

 

＜図 3：残高区分別の消費者向無担保貸付残高のある人数構成比（ｎ=6,790 千人）＞ 

  

【残高区分別の消費者向無担保貸付残高のある人数構成比】 

 

 

 【残高区分別の消費者向無担保貸付残高のある人数構成比＿男女別】 
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個人向け調査結果 事業者向け調査結果

 
 

 

 

 

（1 年前との比較／年代別） 
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■ 調査結果 

I. 借入経験のある個人 

1. 借入れの動機・背景 

(1) 家計収支状況の変化と今後の見通し 

 借入経験のある個人に対して、家計の収支状況の変化と今後の見通しについて調査し

たところ、「変化なし」が 45.6％と最も高く、次いで「改善した」が 21.2％、「悪化した」が

19.4％と続いており、今後の見込みでも、38.9％が「変化なし」と回答している。 

 

＜図 4：家計収支状況の変化と今後の見通し (n=2,000)＞ 

     

      

 

   

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「ＤＩ（分布指標）」は、「改善した（改善する見込み）」と回答した割合から「悪化した（悪化する見込み）」と回答

した割合を差し引いて算出したもので、指標がプラスなら「改善している（改善傾向）」、マイナスなら「悪化して

いる（悪化傾向）」を表す。 
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個人向け調査結果 事業者向け調査結果

 

（1 年前との比較／男女別） 
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で、指標がプラスなら「改善している」、マイナスなら「悪化している」を表す。 
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個人向け調査結果 事業者向け調査結果

(2) 支出が増加した費目・今後支出が増加する見込みの費目 

 1 年前と比較して支出が増加した費目をみると、「趣味／娯楽（レジャー、旅行を含む）

費用」が 30.6％と最も高く、次いで「食費」が 29.6％と続いており、今後支出が増加する

見込みの費目でも、「趣味／娯楽（レジャー、旅行を含む）費用」が 26.5％と最も高い結

果となった。 

 

＜図 5：支出が増加した費目家計の収支状況の変化（複数回答 n=2,000）＞ 
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個人向け調査結果 事業者向け調査結果
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50代
(n=420)

60代以上
(n=372)
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個人向け調査結果 事業者向け調査結果

  【今後の見込み】 

（年代別） 

 

39.1%

11.3%

25.5%

19.2%

24.2%

19.9%

15.9%

13.9%

14.2%

12.3%

18.9%

15.9%

11.3%

10.3%

9.6%

8.9%

6.6%

11.3%

31.4%

19.6%

31.9%

19.4%

20.2%

25.3%

17.9%

17.9%

21.2%

10.2%

17.3%

11.0%

10.7%

10.7%

9.4%

7.7%

6.9%

12.8%

21.0%

24.3%

24.3%

20.6%

18.9%

25.3%

17.1%

17.7%

22.8%

12.1%

12.1%

10.5%

12.5%

11.5%

9.7%

6.0%

5.3%

17.3%

24.5%

29.5%

12.6%

22.9%

16.2%

12.4%

17.1%

15.2%

10.5%

19.3%

9.3%

8.1%

8.3%

6.9%

8.8%

6.7%

3.8%

18.8%

20.7%

44.4%

18.0%

25.3%

11.3%

4.3%

15.3%

17.5%

3.8%

20.2%

5.9%

4.6%

2.7%

3.0%

4.0%

4.0%

3.0%

15.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

趣味/娯楽（レジャー、旅行を含む）費用

医療費

食費

電気・ガス・水道などの光熱費

外食などの遊興費

授業料、保育料、給食費等の学校関係費

通信費（電話料金やインターネット利用料等）

納税・納付などその他の支払い

学習教材費等の教育関係費

冠婚葬祭費用

衣料費

家賃の支払い

資格試験・学校等の受験費用

資格試験・受験勉強のための予備校等受講料

自動車ローンの返済

住宅ローンの返済

ギャンブル

その他

20代以下
(n=302)

30代
(n=392)

40代
(n=514)

50代
(n=420)

60代以上
(n=372)
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個人向け調査結果 事業者向け調査結果

(3) 借入申込を行った際の資金使途 

 借入経験のある個人に対して直近 3 年間における借入申込の資金使途について調査

したところ、「趣味／娯楽（レジャー、旅行を含む）費用」が 47.6％と最も高く、次いで「食

費」が 24.4％、「外食等の遊興費」が 16.6％となった。 

 

＜図 6：直近 3 年間に借入申込を行った際の資金使途（複数回答 n=574)＞ 

   

 

47.6%

24.4%

16.6%

14.6%

13.4%

13.1%

13.1%

12.5%

12.4%

10.6%

10.1%

9.9%

8.7%

7.7%

7.1%

5.6%

3.8%

3.7%

4.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

趣味/娯楽（レジャー、旅行を含む）費

食費

外食等の遊興費

家賃の支払い（住宅ローンの返済を除く）

自動車の購入費（車検整備費等を含む）

医療費

納税・納付などの支払

授業料、保育料、給食費等の学校関係費

衣料費

冠婚葬祭費

通信費（電話料金やインターネット利用料等）

水道・光熱（電気・ガス等）費

住宅ローン等の返済資金不足の補填

ギャンブル

学習教材等の教育関係費

住宅のリフォーム費

資格試験・受験勉強のための予備校等受講料

資格試験・学校等の受験費

その他
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（年代別） 

63.9%

25.0%

20.4%

23.1%

13.0%

5.6%

6.5%

11.1%

25.9%

7.4%

10.2%

5.6%

5.6%

7.4%

12.0%

7.4%

5.6%

9.3%

0.9%

45.0%

32.1%

21.1%

19.3%

11.0%

11.0%

11.0%

12.8%

13.8%

7.3%

7.3%

15.6%

14.7%

13.8%

4.6%

4.6%

6.4%

4.6%

6.4%

48.3%

24.5%

20.3%

13.3%

14.0%

14.0%

16.1%

14.0%

7.7%

9.8%

16.8%

13.3%

5.6%

9.8%

9.1%

4.9%

4.2%

3.5%

3.5%

41.9%

23.1%

10.3%

9.4%

12.0%

13.7%

17.1%

14.5%

9.4%

11.1%

6.8%

5.1%

9.4%

5.1%

6.8%

3.4%

2.6%

0.9%

5.1%

38.1%

16.5%

9.3%

8.2%

17.5%

21.6%

13.4%

9.3%

6.2%

18.6%

7.2%

9.3%

9.3%

1.0%

2.1%

8.2%

0.0%

0.0%

6.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

趣味/娯楽（レジャー、旅行を含む）費

食費

外食等の遊興費

家賃の支払い（住宅ローンの返済を除く）

自動車の購入費（車検整備費等を含む）

医療費

納税・納付などの支払

授業料、保育料、給食費等の学校関係費

衣料費

冠婚葬祭費

通信費（電話料金やインターネット利用料等）

水道・光熱（電気・ガス等）費

住宅ローン等の返済資金不足の補填

ギャンブル

学習教材等の教育関係費

住宅のリフォーム費

資格試験・受験勉強のための予備校等受講料

資格試験・学校等の受験費

その他

20代以下

（n=108)

30代

（n=109)

40代

（n=143)

50代

（n=117)

60代以上

（n=97)
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（男女別） 

52.8%

24.1%

19.9%

13.4%

14.7%

11.8%

10.0%

11.8%

11.3%

8.7%

10.8%

9.7%

9.2%

9.4%

6.6%

6.3%

4.7%

3.4%

3.7%

37.3%

24.9%

9.8%

17.1%

10.9%

15.5%

19.2%

14.0%

14.5%

14.5%

8.8%

10.4%

7.8%

4.1%

8.3%

4.1%

2.1%

4.1%

5.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

趣味/娯楽（レジャー、旅行を含む）費

食費

外食等の遊興費

家賃の支払い（住宅ローンの返済を除く）

自動車の購入費（車検整備費等を含む）

医療費

納税・納付などの支払

授業料、保育料、給食費等の学校関係費

衣料費

冠婚葬祭費

通信費（電話料金やインターネット利用料等）

水道・光熱（電気・ガス等）費

住宅ローン等の返済資金不足の補填

ギャンブル

学習教材等の教育関係費

住宅のリフォーム費

資格試験・受験勉強のための予備校等受講料

資格試験・学校等の受験費

その他

男性(n=381) 女性(n=193)
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個人向け調査結果 事業者向け調査結果

(4) 借入申込を行った背景 

 また、新たな借入れ申込や既に契約している借入枠を利用した背景をみると、「将来の

臨時収入や収入の増加などを見込んだ支出の先取り」が 39.4％と最も高く、次いで「旅

行や物品購入などによる支出の先取り」が 28.9％、「急な冠婚葬祭などによる支出の増

加」が 16.0％と続いている。 

 

＜図 7：借入申込を行った背景（複数回答 n=574)＞ 

   

39.4%

28.9%

16.0%

14.3%

13.9%

12.7%

10.6%

8.9%

6.4%

3.1%

4.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

将来の臨時収入や収入の増加などを見込んだ

支出の先取り

旅行や物品購入などによる支出の先取り

急な冠婚葬祭などによる支出の増加

リストラ・失業・転職などによる収入の減少

自身や家族の病気・ケガによる収入の減少

若しくは支出の増加

子供の教育費や父母の介護などによる支出の増加

引越しや住宅修繕などによる支出の増加

資格取得や語学勉強など将来を見据えた自己投資

結婚や子供の出産などによる支出の増加

豪雨や地震などの災害による収入の減少

若しくは支出の増加

その他
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個人向け調査結果 事業者向け調査結果

 

 

61.1%

30.6%

8.3%

2.8%

5.6%

8.3%

9.3%

14.8%

10.2%

0.9%

4.6%

36.7%

26.6%

22.0%

21.1%

18.3%

11.0%

14.7%

14.7%

11.0%

3.7%
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33.6%

31.5%

14.0%

15.4%

14.7%
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11.2%
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3.5%
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26.5%
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12.0%
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6.0%
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36.1%
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将来の臨時収入や収入の増加などを見込んだ

支出の先取り

旅行や物品購入などによる支出の先取り

急な冠婚葬祭などによる支出の増加

リストラ・失業・転職などによる収入の減少

自身や家族の病気・ケガによる収入の減少

若しくは支出の増加

子供の教育費や父母の介護などによる支出の増加

引越しや住宅修繕などによる支出の増加

資格取得や語学勉強など将来を見据えた自己投資

結婚や子供の出産などによる支出の増加

豪雨や地震などの災害による収入の減少

若しくは支出の増加
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20代以下

（n=108)

30代

（n=109)

40代

（n=143)

50代

（n=117)

60代以上

（n=97)
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45.7%

31.2%

14.7%

12.1%

10.2%

11.3%

7.9%

9.2%

6.6%

3.4%

3.1%

26.9%

24.4%

18.7%

18.7%

21.2%

15.5%

16.1%

8.3%

6.2%

5.2%

3.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

将来の臨時収入や収入の増加などを見込んだ

支出の先取り

旅行や物品購入などによる支出の先取り

急な冠婚葬祭などによる支出の増加

リストラ・失業・転職などによる収入の減少

自身や家族の病気・ケガによる収入の減少

若しくは支出の増加

子供の教育費や父母の介護などによる支出の増加

引越しや住宅修繕などによる支出の増加

資格取得や語学勉強など将来を見据えた自己投資

結婚や子供の出産などによる支出の増加

豪雨や地震などの災害による収入の減少

若しくは支出の増加

その他

男性(n=381) 女性(n=193)

（男女別） 
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個人向け調査結果 事業者向け調査結果

2. 借入れの意識・行動 

(1) 借入行動の状況等 

① 貸金業者への借入申込状況・結果 

 借入経験のある個人に対して、直近 3 年間の貸金業者への借入申込状況について

調査したところ、28.7％が借入申込みを行い、そのうち 65.9％が希望どおりの借入れ

ができたと回答している。 

 

＜図 8：直近 3 年間の借入申込状況・結果＞ 

  【直近 3 年間の借入申込状況 (n=2,000)】 

 

 

 

【直近 3 年間の借入申込結果 (n=574)】 

 

 
 

12.2% 16.5% 71.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

新たな借入れ契約を申込んだ

既存の借入枠を利用しようとした

新たな借入れの申込みも、既存の借入枠の利用もしようとしていない

28.7%

65.9% 20.7% 4.9% 8.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

希望どおりの金額で借入れできた

借入れできたが希望どおりの金額ではなかった

希望どおりの金額ではなかったので、借入れをやめた

借入れできなかった（断られた）
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② 新たな借入れ契約の申込方法 

 新たな借入れ契約の申込方法では、「パソコンやスマートフォン等を使ってインター

ネットから申込んだ」が 48.0％と最も高く、次いで「自動契約機で申込んだ」が 32.8％

と続いている。 

 

＜図 9：新たな借入れ契約の申込方法 (n=244)＞ 

 

 

  

 

（男女別） 

  （※「有人の店頭で申込んだ」には、クレジットカード会社等の店頭窓口での申込みも含む） 

 

48.0%

32.8%

31.1%

10.7%

10.2%

0.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

インターネットから申し込んだ

自動契約機で申込んだ

有人の店舗で申込んだ

電話で申込んだ

郵送で申込んだ

その他

43.7%

32.2%

36.8%

9.8%

10.3%

0.0%

58.6%

34.3%

17.1%

12.9%

10.0%

1.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

インターネットから申し込んだ

自動契約機で申込んだ

有人の店舗で申込んだ

電話で申込んだ

郵送で申込んだ

その他

男性(n=174) 女性(n=70)
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【インターネットから申し込んだ際の媒体 / 男女別 (n=117)】 

 

 
 

48.7%

55.2%

36.6%

38.5%

31.6%

51.2%

12.8%

13.2%

12.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=117)

男性(n=76)

女性(n=41)

パソコン スマートフォン・タブレット 両方
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個人向け調査結果 事業者向け調査結果

③ 計画していた返済期間・返済原資 

 借入れを申込みした際に計画していた返済期間をみると、43.4％が 1 年以内（「1 週

間以内」～「1 年以内」）と回答しており、返済原資については「毎月の収入から返済す

る」と回答した割合が 88.7％と最も高い結果となっている。 

 

＜図 10：計画していた返済期間・返済方法 (n=574)＞ 

 

 

 

 

 

  

【計画していた返済期間】 

 

 

【計画していた返済原資 （複数回答）】 

4.9% 11.5% 7.7% 7.8% 11.5% 14.5% 13.6% 8.7% 19.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1週間以内 1ヶ月以内 3ヶ月以内 6ヶ月以内 1年以内

1年超～3年以内 3年超～5年以内 5年超 わからない

88.7%

27.9%

9.9%

5.4%

1.2%

0.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

毎月の収入から返済

ボーナス・賞与から返済

預貯金を取り崩して返済

株式や投資信託等の金融資産を売却して返済

不動産を売却して返済

その他

43.4％ 
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個人向け調査結果 事業者向け調査結果

④ 過去利用における総量規制該当の有無 

 借入経験のある個人に対して、貸金業者からの借入れが年収の 3 分の 1 を超えた経

験の有無について調査したところ、72.8％が年収の 3 分の１を超えた経験はないと回

答している。 

 

＜図 11：総量規制該当の有無 （n=2,000）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

（年収別） 

10.4% 16.8% 72.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現時点においての借入金が年収の3分の1を超えている

現時点においての借入金は年収の3分の1を超えていないが、過去8年以内に超えた経験がある

現時点においての借入金は年収の3分の1を超えていないし、過去8年以内にも超えた経験はない

11.9%

7.6%

14.0%

17.0%

16.8%

15.0%

71.1%

75.6%

71.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

低所得者

(年収300万円以下）

（n=1,144)

中所得者

(年収300万円超

800万円以下）

（n=749)

高所得者

(年収800万円超）

（n=107)

現時点においての借入金が年収の3分の1を超えている

現時点においての借入金は年収の3分の1を超えていないが、過去8年以内に超えた経験がある

現時点においての借入金は年収の3分の1を超えていないし、過去8年以内にも超えた経験はない
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⑤ 預金取扱金融機関が行っているカードローン等の利用意向 

 銀行等の預金取扱金融機関が行っているカードローンなどの利用意向についてみる

と、54.2％が利用を考えたことがあると回答している。 

 また、年収別に「利用を考えたことがある（利用している）」と回答した割合をみると、低

所得者層、中所得者層、高所得者層でそれぞれ 22.6％、31.9％、43.9％と、年収が高

いほどその割合が高い傾向となっている。 

 

＜図 12：預金取扱金融機関が行っているカードローン等の利用意向 （n=2,000）＞ 

 

 

  

 

（年収別） 

27.2% 27.0% 45.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用を考えたことがある（利用している）

利用を考えたことがある（利用はしていない）

利用を考えたことはない

54.2%

22.6%

31.9%

43.9%

28.5%

26.4%

15.0%

48.9%

41.7%

41.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

低所得者

(年収300万円以下）

（n=1,144)

中所得者

(年収300万円超

800万円以下）

（n=749)

高所得者

(年収800万円超）

（n=107)

利用を考えたことがある（利用している）

利用を考えたことがある（利用はしていない）

利用を考えたことはない
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(2) 借入先を選ぶ際に検討した先と選んだ理由 

① 借入先を選定する際に重視するポイント 

 借入経験のある個人に対して、借入先を選定する際に重視するポイントを調査したと

ころ、「金利が低いこと」が 49.6％と最も高く、次いで「保証人を立てずに借りられるこ

と」が 35.3％、「無担保で借入れできること」が 31.9％となった。一方、「他人に気づか

れないことへの配慮/個人情報管理の安心感がある」や「日本貸金業協会の会員であ

ること」など、借入先を選定する際に安心感を重視する様子も見てとれる結果となって

いる。 

 

＜図 13：借入先を選定する際に重視するポイント （複数回答 n=2,000）＞ 

  

49.6%

35.3%

31.9%

30.2%

28.9%

24.0%

22.6%

21.6%

19.5%

19.4%

19.2%

17.1%

15.8%

14.6%

14.4%

14.2%

13.9%

13.1%

12.7%

11.3%

10.7%

10.6%

9.0%

6.8%

6.3%

6.3%

5.2%

4.0%

2.5%

1.8%

8.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

金利が低いこと

保証人を立てずに借りられること

無担保で借入れできること

申込み手順が分かりやすいこと

借入手続が可能な店舗・ATM・無人機が多い/近いこと

いつでも返済できること

小額で申込み可能なこと

審査が通りやすいこと

他人に気づかれないことへの配慮/個人情報管理の安心感がある

いつでも借入れできること

返済手続きが可能な店舗・ATMが多い/近いこと

借入額/借入限度枠が大きいこと

申込みから審査結果が分かるまでのスピードが早いこと

いつでも申込みできること

スマホ等携帯電話からの申込み手続きが簡単であること

無人機からの申込み手続きが簡単であること

パソコンからの申込み手続きが簡単であること

毎月の返済額が小さいこと

店頭窓口での申込み手続きが簡単であること

必要に応じて借入手段を選択できること

申込みから借入までのスピードが早いこと

必要に応じて返済手段を選択できること

借入れや返済時のATM利用手数料等が安いこと

金利優遇等キャンペーン

自分のクレジットスコアが確認できること

テレビCM等で受けたイメージ

申込みができる店舗の多さ/近さ

日本貸金業協会の会員であること

契約後のアフターフォロー

SNSや比較サイト等での評価

わからない/特にない
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（年代別） 

42.4%

21.9%

14.9%

25.8%

19.9%

11.9%

24.8%

18.5%

12.3%

10.9%

8.6%

19.5%

12.3%

12.3%

13.6%

9.9%

8.9%

9.6%

8.3%

5.3%

7.3%

4.0%

6.0%

4.3%

4.6%

6.3%

3.3%

1.3%

2.3%

1.7%

9.6%

41.6%

31.4%

24.2%

32.7%

32.9%

22.2%

23.5%

26.5%

22.2%

18.1%

19.9%

17.1%

17.6%

13.8%

19.4%

18.9%

11.7%

15.1%

11.7%

11.7%

11.2%

6.4%

8.2%

5.9%

5.1%

5.9%

4.6%

2.0%

2.3%

2.3%

7.1%

50.8%

36.8%

32.3%

31.5%

30.4%

25.9%

23.0%

22.2%

21.2%

20.8%

22.8%

15.2%

16.9%

14.6%

16.3%

16.0%

13.2%

13.4%

12.6%

12.3%

10.3%

12.8%

10.1%

7.6%

5.6%

7.8%

5.3%

3.7%

2.9%

1.8%

8.6%

52.9%

41.7%

37.1%

31.0%

32.9%

29.5%

19.5%

21.2%

20.7%

23.6%

20.7%

18.8%

16.4%

17.6%

15.2%

13.8%

15.2%

15.0%

12.1%

13.6%

13.8%

12.1%

10.0%

6.7%

6.2%

6.2%

6.4%

4.5%

2.1%

1.2%

9.5%

58.3%

40.9%

47.3%

28.2%

25.3%

26.9%

22.8%

18.3%

18.8%

21.0%

20.4%

15.6%

14.2%

14.0%

6.2%

10.5%

19.6%

11.0%

18.0%

11.8%

9.7%

15.3%

9.4%

8.6%

9.9%

4.6%

5.9%

7.8%

2.7%

1.9%

6.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

金利が低いこと

保証人を立てずに借りられること

無担保で借入れできること

申込み手順が分かりやすいこと

借入手続が可能な店舗・ATM・無人機が多い/近いこと

いつでも返済できること

小額で申込み可能なこと

審査が通りやすいこと

他人に気づかれないことへの配慮/個人情報管理の安心感がある

いつでも借入れできること

返済手続きが可能な店舗・ATMが多い/近いこと

借入額/借入限度枠が大きいこと

申込みから審査結果が分かるまでのスピードが早いこと

いつでも申込みできること

スマホ等携帯電話からの申込み手続きが簡単であること

無人機からの申込み手続きが簡単であること

パソコンからの申込み手続きが簡単であること

毎月の返済額が小さいこと

店頭窓口での申込み手続きが簡単であること

必要に応じて借入手段を選択できること

申込みから借入までのスピードが早いこと

必要に応じて返済手段を選択できること

借入れや返済時のATM利用手数料等が安いこと

金利優遇等キャンペーン

自分のクレジットスコアが確認できること

テレビCM等で受けたイメージ

申込みができる店舗の多さ/近さ

日本貸金業協会の会員であること

契約後のアフターフォロー

SNSや比較サイト等での評価

わからない/特にない

20代以下

（n=302)

30代

（n=392)

40代

（n=514)

50代

（n=420)

60代以上

（n=372)
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（男女別） 

51.8%

32.8%

32.5%

29.3%

28.3%

23.1%

22.6%

19.3%

16.8%

18.6%

18.3%

20.4%

13.3%

13.0%

12.5%

13.0%

15.5%

10.6%

13.6%

11.6%

9.7%

9.4%

8.9%

7.4%

6.1%

6.5%

5.6%

3.6%

2.3%

1.8%

8.9%

45.6%

39.6%

30.8%

31.6%

29.8%

25.5%

22.7%

25.5%

24.2%

20.9%

20.7%

11.1%

20.1%

17.4%

17.7%

16.2%

11.1%

17.3%

11.1%

10.7%

12.4%

12.6%

9.1%

5.6%

6.6%

5.8%

4.5%

4.5%

2.9%

1.6%

7.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

金利が低いこと

保証人を立てずに借りられること

無担保で借入れできること

申込み手順が分かりやすいこと

借入手続が可能な店舗・ATM・無人機が多い/近いこと

いつでも返済できること

小額で申込み可能なこと

審査が通りやすいこと

他人に気づかれないことへの配慮/個人情報管理の安心感がある

いつでも借入れできること

返済手続きが可能な店舗・ATMが多い/近いこと

借入額/借入限度枠が大きいこと

申込みから審査結果が分かるまでのスピードが早いこと

いつでも申込みできること

スマホ等携帯電話からの申込み手続きが簡単であること

無人機からの申込み手続きが簡単であること

パソコンからの申込み手続きが簡単であること

毎月の返済額が小さいこと

店頭窓口での申込み手続きが簡単であること

必要に応じて借入手段を選択できること

申込みから借入までのスピードが早いこと

必要に応じて返済手段を選択できること

借入れや返済時のATM利用手数料等が安いこと

金利優遇等キャンペーン

自分のクレジットスコアが確認できること

テレビCM等で受けたイメージ

申込みができる店舗の多さ/近さ

日本貸金業協会の会員であること

契約後のアフターフォロー

SNSや比較サイト等での評価

わからない/特にない

男性(n=1272) 女性(n=728)
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② 借入先として検討した先 

 借入先として検討した先については、「クレジットカード・信販会社」が 62.7％と最も高

く、次いで「消費者金融会社（全国展開等の大手消費者金融会社）」が 57.4％、「銀行

等の預金取扱金融機関」が 30.7％となった。 

 年代別にみると、20 代と 30 代では「消費者金融会社（全国展開等の大手消費者金融

会社）」、40 代以上では「クレジットカード・信販会社」と回答した割合が最も高く、世代

間で選定先の傾向に違いが見られる結果となっている。 

 

＜図 14：借入先として検討した先 （複数回答 n=244）＞ 

 

  
 

62.7%

57.4%

30.7%

16.4%

7.4%

0.8%

0.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

クレジットカード・信販会社

消費者金融会社

（全国展開等の大手消費者金融会社）

銀行等の預金取扱金融機関

消費者金融会社

（地域にある規模の比較的小さな消費者金融会社）

事業者金融会社

ヤミ金融等の非正規業者

その他
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  (年代別） 

 

(男女別） 

43.1%

67.2%

13.8%

20.7%

10.3%

1.7%

0.0%

57.4%

66.7%

27.8%

14.8%

11.1%

0.0%

0.0%

70.7%

50.0%

41.4%

12.1%

3.4%

0.0%

0.0%

79.5%

54.5%

36.4%

15.9%

4.5%

0.0%

0.0%

70.0%

40.0%

40.0%

20.0%

6.7%

3.3%

3.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

クレジットカード・信販会社

消費者金融会社

（全国展開等の大手消費者金融会社）

銀行等の預金取扱金融機関

消費者金融会社

（地域にある規模の比較的小さな消費者金融会社）

事業者金融会社

ヤミ金融等の非正規業者

その他

20代以下

（n=58)

30代

（n=54)

40代

（n=58)

50代

（n=44)

60代以上

（n=30)

57.5%

59.8%

29.9%

17.2%

7.5%

0.6%

0.0%

75.7%

51.4%

32.9%

14.3%

7.1%

1.4%

1.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

クレジットカード・信販会社

消費者金融会社

（全国展開等の大手消費者金融会社）

銀行等の預金取扱金融機関

消費者金融会社

（地域にある規模の比較的小さな消費者金融会社）

事業者金融会社

ヤミ金融等の非正規業者

その他

男性(n=174) 女性(n=70)
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③ 借入先として選んだ理由 

 借入経験のある個人に対して、借入先を選定した理由について調査したところ、「借入

手続きが簡単だったから」が 41.8％と最も高く、次いで「金利が低かったから」が 39.3％

と続いている。 

 

＜図 15：借入先として選んだ理由 （複数回答 n=244）＞ 

   

 

41.8%

39.3%

35.7%

27.5%

27.0%

13.9%

13.5%

13.1%

12.7%

4.5%

4.5%

2.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

借入手続きが簡単だったから

金利が低かったから

審査時間が短そうだったから

パソコンやスマートフォン等、

インターネットで申込みができるから

担保・保証人が不要だったから

店舗やＡＴＭが自宅や勤務先の近くに

あったから

テレビＣＭ等の印象が良かったから

他人に気づかれずに借入れができるから

知名度があり、安心感があるから

SNSや比較サイト等での評価が高かったから

銀行等の預金取扱金融機関での借入れが

できなかったから

その他
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④ 借入先を選定する際の情報源 

 借入先を選定する際の情報源では、「テレビＣＭ」が 36.6％と最も高く、次いで「借入先

企業のホームページ」が 28.3％、「比較情報サイト」が 17.2％となった。 

 

＜図 16：借入先を選定する際の情報源 （複数回答 n=2,000）＞ 

  

36.6%

28.3%

17.2%

14.7%

12.9%

12.5%

10.1%

9.8%

8.2%

8.1%

8.1%

7.4%

6.1%

5.9%

5.1%

4.9%

4.8%

3.3%

6.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

テレビＣＭ

借入先企業のホームページ

比較情報サイト

新聞（一般紙）

店頭等に設置された看板

友人・知人からの紹介

ソーシャル・ネットワーキング・サービス（SNS）

街頭広告

家族・親族からの紹介

雑誌

メールマガジン

電車・バス等中吊り広告

取引先からの紹介

新聞（スポーツ紙）

借入先企業に関するブログ記事等

会社に配布されるチラシ

ラジオＣＭ

借入先企業からの訪問営業

その他
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（年代別） 

30.1%

27.5%

20.5%

14.9%

10.6%

19.9%

17.9%

11.9%

4.6%

6.6%

8.3%

9.6%

5.3%

7.6%

3.3%

8.3%

10.3%

6.6%

4.0%

39.0%

30.1%

17.6%

17.3%

10.7%

12.0%

9.2%

11.2%

5.6%

6.6%
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2.8%

5.1%
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4.3%
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30.0%
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9.5%

9.3%

6.6%
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6.4%

8.4%
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4.1%

3.5%

5.1%

6.0%

3.5%

7.6%

39.8%

26.7%

15.2%

10.7%
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15.2%
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6.0%

6.4%

9.3%

11.4%

7.9%
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3.6%

2.6%
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6.0%

5.0%

9.3%
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26.3%

14.5%

8.9%

16.7%

19.9%

6.7%

6.5%
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11.8%
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7.0%

5.9%

4.8%

4.3%

5.1%

8.9%
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テレビＣＭ

借入先企業のホームページ

比較情報サイト

友人・知人からの紹介

店頭等に設置された看板

新聞（一般紙）

ソーシャル・ネットワーキング・サービス（SNS）

家族・親族からの紹介

取引先からの紹介

メールマガジン

街頭広告

雑誌

会社に配布されるチラシ

借入先企業に関するブログ記事等

借入先企業からの訪問営業

新聞（スポーツ紙）

電車・バス等中吊り広告

ラジオＣＭ

その他

20代以下

（n=302)

30代

（n=392)

40代

（n=514)

50代

（n=420)

60代以上

（n=372)
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（男女別） 
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19.7%

13.7%

12.4%

18.3%
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8.3%
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3.6%
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友人・知人からの紹介
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個人向け調査結果 事業者向け調査結果

(3) 借入れできなかった際に取った行動・影響 

① 借入れできなかった（申込まなかった）際に取った行動 

 借入経験のある個人に対して、借入れできなかった（申し込まなかった）際に取った行

動について調査したところ、「支出を抑えた」が 45.9％と最も高く、次いで「特に何もし

なかった」が 24.0％、「相談窓口や家族・知人等に相談した」が 23.0％となった。 

 

＜図 17：借入れできなかった際に取った行動 （複数回答 n=196）＞ 
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個人向け調査結果 事業者向け調査結果

  (借入れができなかった際に取った行動の詳細) 

85.6%

60.0%

21.1%

16.7%

13.3%

0.0%
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26.7%

24.4%
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金融庁、財務局、消費者庁、都道府県、市区町村などの
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弁護士や司法書士、弁護士会などが行っている

相談窓口（法テラスを含む）

友人・知人

日本貸金業協会の相談窓口
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家族や親族

友人・知人

国や自治体、生活協同組合等のセーフティネット貸付

銀行等の預金取扱機関

質屋

ヤミ金融等非正規業者

クレジットカードショッピング枠の現金化業者
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新しく仕事（パートやアルバイトを含む）を

始めたり増やしたりした

保有資産を売却した

既存借入れの返済期間の延長を申し入れた

公共料金の支払いを繰り延べた

納税・納付などの支払いを繰り延べた

返済ができなくて、自己破産・債務整理の

手続きを申請した
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支出を抑えた

相談窓口や

家族・知人等に
相談した

貸金業者以外

から借りた

その他の行動を

とった

(n=90) 

(n=45) 

(n=28) 

(n=27) 
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個人向け調査結果 事業者向け調査結果

② 借入れできなかったことによる影響 

 希望どおりの借入れができなかったことによる影響については、「日常の生活に支障

がでた」が 75.0％と最も高く、次いで「事故や急病等による通院に支障がでた」が

14.3％と続いている。 

 

＜図 18：借入れできなかったことによる影響 （複数回答 n=196）＞ 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

日常の生活に支障がでた

事故や急病等による通院に支障がでた

子供の教育費に関して支障がでた
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災害等、不慮の事象による住まいの修繕・転居に支障が

でた
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個人向け調査結果 事業者向け調査結果

(4) 延滞経験の有無と延滞した理由 

 借入経験のある個人に対して、貸金業者からの借入れにおける 3 カ月以上の延滞経

験の有無について調査したところ、6.3％が支払いを延滞したことがあると回答しており、

その延滞した理由については、「失業し働けなくなったから」が 43.2％と最も高く、次い

で「給与・賞与等が予定通り支給されなかったから」が 36.8％、「怪我や病気で働けなく

なったから」が 21.6％となっている。 

  

＜図 19：延滞経験の有無 （複数回答 n=2,000）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜図 20：延滞した理由 （複数回答 n=125）＞ 
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婚姻者の死別や離縁等、

家庭環境が変わったから
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震災などの被災により、

生活環境が変わったから

その他
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支払いを3カ月以上延滞したことはない

支払いを3カ月以上延滞したことがある
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個人向け調査結果 事業者向け調査結果

(5) 貸金業者に対する利用満足度  

① 借入れに伴う一連のサービスについて満足であった内容 

 借入経験のある個人に対して、借入れに伴う一連のサービスについて満足であった

内容を調査したところ、「借入金の使途の自由度」が 31.6％と最も高く、次いで「契約

手続きの手軽さ」が 30.6％、「申込から審査結果が出るまでのスピード」が 28.1％と

なった。 

 さらに、男女別に満足であった内容をみると、男性では「借入金の使途の自由度

（33.4％）」、女性では「申込から審査結果が出るまでのスピード（31.3％）」がそれぞれ

最も高い結果となった。 

  

＜図 21：借入れに伴う一連のサービスに関する満足だった内容 （複数回答 n=2,000）＞ 
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借入時と返済時の利便性

借入申込時の職員の対応

インターネットによる借入や返済

申込み時の提出書類の量

商品ラインナップ
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受付窓口等の数

問合せ時の職員の対応
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その他
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個人向け調査結果 事業者向け調査結果
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個人向け調査結果 事業者向け調査結果

  
（男女別） 
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個人向け調査結果 事業者向け調査結果

② 借入れに伴う一連のサービスについて不満足であった内容 

 借入れに伴う一連のサービスについて不満足であった内容については、「申込時の提

出書類の量」が 11.7％と最も高く、次いで「借入時と返済時の利便性」が 11.0％と続い

ている。 

 

＜図 22：借入れに伴う一連のサービスに関する不満足だった内容 （複数回答 n=2,000）＞ 
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個人向け調査結果 事業者向け調査結果
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個人向け調査結果 事業者向け調査結果

  
（男女別） 
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個人向け調査結果 事業者向け調査結果

(6) インターネットサービス等の利用状況・変化 

① インターネットサービス等の利用状況 

 借入経験のある個人に対して、インターネット関連サービスの利用状況について調査し

たところ、「電子メール」が 86.6％と最も高く、次いで「インターネットショッピング」が

75.2％と続いている。 

 

＜図 23：インターネットサービス等の利用状況 （複数回答 n=2,000）＞ 
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SUUMO(スーモ)等の住宅情報アプリ・住宅情報サイト
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アルバイトや正社員の求人検索アプリ・求人情報サイト

Apple PayやLINE Pay等の電子マネー

株式やFX等の金融取引
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個人向け調査結果 事業者向け調査結果
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② インターネット利用によるライフスタイルの変化 

 インターネット利用によるライフスタイルの変化では、「旅行や買い物などをする際に情

報源としてインターネットを利用するようになった」が 65.7％と最も高く、次いで「ＳＮＳで

のコミュニケーションが増えた」が 56.4％、「インターネットでの物品購入が増え、実店舗

で買い物する頻度が減少した」が 44.5％となった。 

 

＜図 24：ライフスタイルの変化 （複数回答 n=2,000）＞ 
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インターネットを利用するようになった

電子メールやLINE等のSNSでの

コミュニケーションが増えた

インターネットでの物品購入が増え、

実店舗で買い物する頻度が減少した

テレビや新聞、雑誌等の情報メディアを見ることが減り、

情報源としてウェブサイトを参照する比率が上がった

休日の過ごし方として、インターネット閲覧や

動画サイト視聴等の時間が増えた

インターネットバンキングの利用を始めた

賃貸物件や不動産等の情報源として

インターネットを利用するようになった

クレジットカードや電子マネー、仮想通貨支払等による

電子商取引が増えた

銀行や証券会社、保険会社等の金融商品に関する

情報源としてインターネットを利用するようになった

インターネットやアプリを利用して

中古品の売買を行うようになった

ブログや SNS 等を利用して自身で様々な情報を

発信するようになった

ハローワークインターネットサービスや求人サイト等で

仕事探しをするようになった

人と会って話す機会が減った

企業が個々に配信しているスマートフォンアプリを

利用するようになった

インターネットでの株やＦＸ等の金融商品取引による

投資を始めた

自動車保険や生命保険を

保険料の安いインターネット保険に変更した

家計管理に自動家計簿・資産管理アプリや、

オンラインサービスを利用するようになった

E‐Tax （国税電子申告）等、国や地方自治体が

提供しているオンラインサービスを利用するようになった

特に変化はない

その他
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(7) 金融リテラシーの状況 

① 家計管理の状況 

 借入経験のある個人に対して、家計における適切な収支管理（赤字解消や黒字確保

等）のために習慣化しているものについて調査したところ、「毎月（毎週）の収支を把握

している」が 43.6％と最も高く、次いで「日用品以外の買い物をするとき、本当に必要

であるか考えている」が 28.6％となった。 

 

＜図 25：家計管理の状況 (複数回答 n=2,000)＞ 
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家計簿等でお金の収支の記録をつけている
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日用品以外の買い物をするとき、

購入後の家計のやりくりについて考えている

将来を見据えた家計管理をしている

黒字の時は残ったお金を翌月以降の

生活費以外の消費に回す

赤字の時は支出の改善プランを立てて

それを実行している

ローンの返済資金は「必要な支出」と考えていない

その他
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個人向け調査結果 事業者向け調査結果

② 貸金業者からの借入れに関する知識・理解度 

 貸金業者からの借入れに関する制度や仕組みの認知・理解度については、「クレジッ

トカードやキャッシングの返済方法」では、65.1％がどのようなものか知っていると回答

している。一方、「利息の計算方法（単利計算と複利計算の違い）」では、どのようなも

のか知っていると回答した割合は 25.1％にとどまる結果となっている。 

 

＜図 26：貸金業者からの借入れに関する知識・理解度 (n=2,000)＞ 
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③ カウンセリングの利用意向 

 借入経験のある個人に対して、貸金業者が行っている返済等に関するカウンセリング

の利用意向について調査したところ、20.8％が利用したいと回答している。 

 

＜図 27：カウンセリングの利用意向 (複数回答 n=2,000)＞ 
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④ カウンセリングを行っている相談窓口・機関・団体の認知 

 借入や返済等に関するカウンセリングを行っている相談窓口・機関・団体の認知につい

ては、「名前や利用方法について、よく知っている」、「名前や利用方法などについて、

ある程度知っている」と回答した割合の合計をみると、「国民生活センター相談窓口」が

24.3％と最も高く、次いで「日本司法支援センター法テラス」が 22.0％と続いている。 

 

＜図 28：カウンセリングを行っている相談窓口等の認知度 (複数回答 n=2,000)＞ 
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(8) ヤミ金融等非正規業者との接触状況 

① ヤミ金融等非正規業者についての認知 

 借入経験のある個人に対して、ヤミ金融等非正規業者、クレジットカードショッピング枠

の現金化業者、偽装質屋、似非（えせ）ファクタリング業者の認知について調査したと

ころ、「どのようなものか知っている」と回答した割合は、「ヤミ金融等非正規業者」が

27.7％、「クレジットカードショッピング枠の現金化業者」が 22.5％、「偽装質屋」が

8.6％、「似非（えせ）ファクタリング業者」が 6.3％となった。 

 

＜図 29：ヤミ金融等非正規業者についての認知度 (n=2,000)＞ 
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② ヤミ金融等非正規業者の利用状況および接触有無 

 ヤミ金融等非正規業者との接触経験の有無をみると、11.6％が接触したことがあると回

答しており、その接触方法については「業者からの電話」が 28.8％と最も高く、次いで

「インターネット上の業者の広告」が 23.1％、「業者から届いたダイレクトメール」が

22.7％と続いている。 

 

＜図 30：ヤミ金融等非正規業者の利用状況および接触有無＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ ヤミ金融等非正規業者との接触方法 

＜図 31：ヤミ金融等非正規業者との接触方法 （複数回答 n=229）＞ 
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3. 貸金業者に対する期待・要望 

(1) 借入先との連絡方法・手段 

 各種問合せや返済相談等を行う際に望む借入先との連絡方法・手段について調査し

たところ、「電話(オペレーターによる応答サービス)」が 42.7％と最も高く、次いで「イン

ターネット（会員専用ホームページ等）」が 42.5％、「店頭窓口」が 35.3％と続いている。 

 

＜図 32：借入先との連絡方法 （複数回答 n=2,000）＞ 
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(2) 貸金業者に望むこと 

 貸金業者に望むことについては、｢庶民の生活に根ざした身近な金融機関としての存

在｣が 40.6％と最も高く、次いで「一定期間無利息等の新しい金融サービスの追求」が

27.1％、｢安心して相談できる体制｣が 25.5％となった。一方、貸金業者の業態や事業

規模に応じて、それぞれ望んでいる内容に違いが生じている結果となっている。 

 

＜図 33：貸金業者に望むこと （複数回答 n=2,000）＞ 

 

 

    ※「コンプライアンスの徹底（法令順守等）」については、今回調査から新たに選択肢として追加したもの 
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1.0%

19.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

庶民の生活に根ざした

身近な金融機関としての存在

一定期間無利息等の

新しい金融サービスの追求

安心して相談できる体制

親身な顧客対応

サービス機能・利便性の向上

コンプライアンスの徹底

（法令遵守等）

セーフティネットとしての機能

公正かつ適時・適切な情報の開示

取扱商品の充実

貸金業者の社会的イメージの向上

カードレス化等のＩＴ技術を活用した

サービスの提供

経営診断・アドバイス等の

付加サービスの充実

金融知識等の普及活動

積極的な社会貢献活動

その他

特にない
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個人向け調査結果 事業者向け調査結果

  
（年代別） 

 

47.4%

28.1%

21.2%

19.2%

26.5%

14.2%

13.9%

14.6%

16.6%

10.3%

16.2%

10.9%

6.6%

6.0%

0.3%

10.6%

40.6%

30.4%

27.6%

21.9%

20.2%

21.7%

15.3%

14.3%

14.0%

11.0%

9.4%

8.4%

7.9%

5.4%

0.8%

14.3%

38.9%

27.6%

24.5%

20.2%

18.7%

21.6%

16.5%

14.6%

11.7%

10.3%

9.7%

7.8%

7.8%

6.4%

0.4%

19.8%

38.8%

23.1%

25.5%

22.9%

19.5%

20.0%

17.1%

12.4%

6.9%

10.7%

4.8%

5.5%

5.5%

4.3%

2.4%

23.3%

39.2%

26.6%

28.2%

26.1%

21.8%

23.1%

18.8%

19.9%

10.2%

12.4%

7.0%

6.5%

8.3%

7.5%

0.8%

24.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

庶民の生活に根ざした

身近な金融機関としての存在

一定期間無利息等の

新しい金融サービスの追求

安心して相談できる体制

親身な顧客対応

サービス機能・利便性の向上

コンプライアンスの徹底

（法令遵守等）

セーフティネットとしての機能

公正かつ適時・適切な情報の開示

取扱商品の充実

貸金業者の社会的イメージの向上

カードレス化等のＩＴ技術を活用した

サービスの提供

経営診断・アドバイス等の

付加サービスの充実

金融知識等の普及活動

積極的な社会貢献活動

その他

特にない

20代以下

(n=302)

30代

(n=392)

40代

(n=514)

50代

(n=420)

60代以上

(n=372)
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個人向け調査結果 事業者向け調査結果

 

  
（男女別） 

 

41.1%

26.7%

23.0%

21.2%

21.8%

21.2%

16.9%

15.7%

13.1%

11.5%

10.5%

7.4%

7.2%

5.9%

1.4%

17.8%

39.6%

27.9%

29.8%

23.5%

19.4%

19.1%

15.7%

13.9%

9.1%

9.9%

6.7%

8.1%

7.3%

5.9%

0.1%

21.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

庶民の生活に根ざした

身近な金融機関としての存在

一定期間無利息等の

新しい金融サービスの追求

安心して相談できる体制

親身な顧客対応

サービス機能・利便性の向上

コンプライアンスの徹底

（法令遵守等）

セーフティネットとしての機能

公正かつ適時・適切な情報の開示

取扱商品の充実

貸金業者の社会的イメージの向上

カードレス化等のＩＴ技術を活用した

サービスの提供

経営診断・アドバイス等の

付加サービスの充実

金融知識等の普及活動

積極的な社会貢献活動

その他

特にない

男性(n=1272) 女性(n=728)
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個人向け調査結果 事業者向け調査結果

 

  （借入先として検討した先別） 

56.4%

36.4%

33.6%

30.0%

27.9%

16.4%

22.9%

19.3%

27.1%

16.4%

21.4%

17.9%

12.1%

12.9%

0.7%

5.7%

60.0%

52.5%

37.5%

40.0%

57.5%

22.5%

37.5%

32.5%

42.5%

25.0%

45.0%

30.0%

25.0%

27.5%

0.0%

5.0%

52.3%

37.9%

34.0%

37.3%

32.0%

24.8%

24.2%

21.6%

24.8%

19.0%

22.2%

18.3%

17.6%

16.3%

0.0%

8.5%

48.0%

36.0%

45.3%

29.3%

34.7%

33.3%

25.3%

25.3%

20.0%

18.7%

20.0%

17.3%

14.7%

12.0%

0.0%

17.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

庶民の生活に根ざした

身近な金融機関としての存在

一定期間無利息等の

新しい金融サービスの追求

安心して相談できる体制

親身な顧客対応

サービス機能・利便性の向上

コンプライアンスの徹底（法令遵守等）

セーフティネットとしての機能

公正かつ適時・適切な情報の開示

取扱商品の充実

貸金業者の社会的イメージの向上

カードレス化等のＩＴ技術を活用した

サービスの提供

経営診断・アドバイス等の

付加サービスの充実

金融知識等の普及活動

積極的な社会貢献活動

その他

特にない

消費者金融会社（全国展開等の大手消費者金融会社）(n=140)

消費者金融会社（地域にある規模の比較的小さな消費者金融会社）(n=40)

クレジットカード・信販会社(n=153)

銀行等の預金取扱金融機関(n=75)
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個人向け調査結果 事業者向け調査結果

II. 借入経験のある事業者 

1. 借入れの動機・背景 

(1) 事業環境ならびに事業収支状況の変化と今後の見通し 

 借入経験のある事業者に対して、事業環境の変化と今後の見通しについて調査したと

ころ、21.7％が 1 年前と比較して「改善した」と回答しており、今後の見通しでも 26.1％

が「改善する見込み」と回答している。 

 事業の収支状況の変化と今後の見通しでは、21.1％が 1 年前と比較して「改善した」と

回答しており、今後の見通しでも 26.0％が「改善する見込み」と回答している。 

 

＜図 34：事業環境・事業収支状況の変化と今後の見通し (n=1,500)＞ 

 

    

    

 

 

   

【事業環境の変化と今後の見通し】 

 
 

＜インターネットを事業に活用している事業者 n=578＞ 

 

21.7%

26.1%

45.4%

37.8%

21.6%

18.1%

11.3%

18.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1年前との比較

今後の見込み

改善した（改善する見込み） 変化なし 悪化した（悪化する見込み） わからない

(DI)

( 0.1)

( 8.0)

30.1%

36.4%

41.4%

33.0%

18.3%

14.2%

10.2%

16.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1年前との比較

今後の見込み

改善した（改善する見込み） 変化なし 悪化した（悪化する見込み） わからない

(DI)

(11.8)

(22.2)

※「ＤＩ（分布指標）」は、「改善した（改善する見込み）」と回答した割合から「悪化した（悪化する見込み）」と回答

した割合を差し引いて算出したもので、指標がプラスなら「改善している（改善傾向）」、マイナスなら「悪化して

いる（悪化傾向）」を表す。 
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個人向け調査結果 事業者向け調査結果

 

 

 

  

（1 年前との比較／業種別） 

 

 

32.0%

27.4%

27.9%

22.9%

22.2%

21.4%

20.0%

23.7%

27.7%

20.5%

22.8%

28.0%

16.5%

21.8%

12.7%

20.7%

46.0%

43.6%

46.6%

53.1%

48.9%

45.7%

48.0%

39.2%

41.9%

44.3%

44.0%

24.0%

45.2%

31.2%

52.5%

32.0%

8.0%

12.9%

20.9%

16.0%

17.5%

16.7%

16.0%

23.7%

27.7%

25.0%

28.0%

36.0%

27.9%

34.5%

27.9%

34.1%

14.0%

16.1%

4.6%

8.0%

11.4%

16.2%

16.0%

13.4%

2.7%

10.2%

5.2%

12.0%

10.4%

12.5%

6.9%

13.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

農業、林業、漁業

(n=50)

運輸業、郵便業

(n=62)

教育、学習支援業

(n=43)

不動産業、物品賃貸業

(n=87)

その他サービス業

(n=377)

建設業

(n=191)

複合サービス事業

(n=25)

宿泊業、飲食サービス業

(n=97)

金融業、保険業

(n=36)

卸売業

(n=68)

情報通信業

(n=57)

電気・ガス・熱供給・水道業

(n=25)

小売業

(n=211)

医療、福祉

(n=32)

製造業

(n=86)

その他

(n=53)

改善した 変化なし 悪化した わからない

（DI）

( 24.0 )

( 14.5 )

( 7.0 )

( 6.9 )

( 4.7 )

( 4.7 )

( 4.0 )

( 0.0 )

( 0.0 )

( -4.5 )

( -5.2 )

( -8.0 )

( -11.4 )

( -12.7 )

( -15.2 )

( -13.4 )

※「ＤＩ（分布指標）」は、「改善した」と回答した割合から「悪化した」と回答した割合を差し引いて算出したもの

で、指標がプラスなら「改善している」、マイナスなら「悪化している」を表す。 
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個人向け調査結果 事業者向け調査結果

 

 

 

    

 

 

 

 

 

  

【事業収支状況の変化と今後の見通し】 

 

 

 

＜インターネットを事業に活用している事業者 n=578＞ 

 

 

21.1%

26.0%

44.2%

37.2%

24.7%

19.8%

10.0%

17.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1年前との比較

今後の見込み

改善した（する見込み） 変化なし 悪化した（する見込み） わからない

(DI)

(‐3.6)

( 6.2)

27.9%

36.0%

41.0%

32.9%

21.8%

15.4%

9.3%

15.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1年前との比較

今後の見込み

改善した（する見込み） 変化なし 悪化した（する見込み） わからない

(DI)

( 6.1)

(20.6)

※「ＤＩ（分布指標）」は、「改善した（改善する見込み）」と回答した割合から「悪化した（悪化する見込み）」と回答

した割合を差し引いて算出したもので、指標がプラスなら「改善している（改善傾向）」、マイナスなら「悪化して

いる（悪化傾向）」を表す。 
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個人向け調査結果 事業者向け調査結果

(2) 借入申込を行った際の資金使途 

 借入経験のある事業者に対して、直近 3 年間における借入申込の資金使途について

調査したところ、「取引先への支払い（事業の一時的な運転資金）」と回答した割合が

50.8％と最も高い結果となった。 

 

＜図 35：直近 3 年以内に借入申込を行った際の資金使途 （複数回答 n=512）＞ 

 

       

  

50.8%

22.9%

14.5%

11.1%

2.5%

26.2%

13.3%

6.4%

36.9%

1.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

取引先への支払い

銀行等の預金取扱金融機関からの借入に対する返済

従業員に対する給与等の支払い

事業者金融会社等の貸金業者に対する返済

手形の決済

取引先への支払い

銀行等の預金取扱金融機関からの借入に対する返済

従業員に対する給与等の支払い

設備資金等の支払い

その他

事
業
の
一
時
的
な
運
転
資
金 

 

事
業
の
経
常
的
な
運
転
資
金 

事
業
の
設
備
資
金 
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個人向け調査結果 事業者向け調査結果

(3) 借入申込を行った背景 

 新たな借入れ申込や既に契約している借入枠を利用した背景をみると、「不況等で売

上が減った」が 40.2％と最も高く、次いで「予定していた収入が一時的に途絶える等、

運転資金が不足していた」が 31.4％、「設備投資等で一時的に支出が増えた」が

30.1％と続いている。 

 

＜図 36：借入申込を行った背景 （複数回答 n=512）＞ 

 

  

40.2%

31.4%

30.1%

24.0%

18.6%

11.1%

10.4%

5.9%

1.0%

2.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

不況等で売上が減った

予定していた収入が一時的に途絶える等、

運転資金が不足していた

設備投資等で一時的に支出が増えた

機材の故障等で急に資金が必要になった

既存の借入れの返済資金が不足していた

事業所移転や新規事業立ち上げ等の大きな変化があった

近いうちに売上増加が見込まれた

銀行等の預金取扱金融機関からの借入れが

できなかったから

近いうちにリストラ等による経費削減が見込まれた

その他
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個人向け調査結果 事業者向け調査結果

2. 借入れの意識・行動 

(1) 借入行動の状況等 

① 貸金業者への借入申込状況・結果 

 借入経験のある事業者に対して、直近 3 年間の貸金業者への借入申込状況につい

て調査したところ、34.1％が借入申込みを行い、そのうち 58.0％が希望どおりの借入

れができたと回答している。 

 

＜図 37：直近 3 年間の借入申込み状況・結果＞ 

  【直近 3 年間の借入申込状況 （n=1,500）】 

 
 

【直近 3 年間の借入申込結果 (n=512)】 

 

14.6% 19.5% 65.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

新たな借入れ契約を申込んだ

既存の借入枠を利用しようとした

新たな借入れの申込みも、既存の借入枠の利用もしようとしていない

58.0% 32.8%

3.3%

5.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

希望どおりの金額で借入れできた

借入れできたが希望どおりの金額ではなかった

希望どおりの金額ではなかったので、借入れをやめた

借入れできなかった（断られた）

34.1％ 
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個人向け調査結果 事業者向け調査結果

② 計画していた返済期間・返済原資 

 新たな借入れを申込みした際に計画していた返済期間をみると、27.7％が 1 年以内

（「1 週間以内」～「1 年以内」）と回答しており、返済原資については「売上代金の回収

により返済」と回答した割合が 84.6％と最も高い結果となった。 

 

＜図 38：計画していた返済期間・返済原資 (n=512)＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【返済期間】 

 

【返済原資 （複数回答）】 

 

2.1%

7.0% 5.3%

3.9%

9.4% 21.1% 19.3% 21.5% 10.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1週間以内 1ヶ月以内 3ヶ月以内 6ヶ月以内 1年以内

1年超～3年以内 3年超～5年以内 5年超 わからない

84.6%

34.4%

11.9%

10.7%

5.1%

4.9%

0.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

売上代金の回収により返済

経費等の支出を抑えることにより返済

銀行等の預金取扱金融機関からの借入によって返済

預貯金等の保有資産を取り崩して返済

保有している動産や不動産等売却によって返済

補助金や助成金によって返済

その他

27.7％ 
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個人向け調査結果 事業者向け調査結果

③ 事業性資金への転用経験 

 貸金業者から個人で借入れた資金を事業の運転資金等に転用した経験の有無につい

ては、54.6％が転用したことがあると回答している。 

 

＜図 39：事業性資金への転用経験の有無 (n=1,500)＞ 

   

 

54.6%

34.2%

36.9%

16.3%

7.1%

3.7%

2.7%

5.2%

0.6%

22.9%

25.3%

19.3%

17.6%

17.2%

15.4%

14.1%

14.9%

3.8%

22.5%

40.5%

43.8%

66.1%

75.7%

80.9%

83.2%

79.9%

95.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

消費者金融会社、クレジットカード・信販会社、

事業者金融会社等の貸金業者

銀行等の預金取扱金融機関

家族や親族

友人・知人

国や自治体、生活協同組合等の

セーフティネット貸付

質屋

ヤミ金融等非正規業者

クレジットカードショッピング枠の現金化業者

その他

個人借入を事業性資金に転用したことがある

個人借入を事業性資金に転用したことはない

個人での借入をしたことがない
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個人向け調査結果 事業者向け調査結果

(2) 借入先を選ぶ際に検討した先と選んだ理由 

① 借入先を選定する際に重視するポイント 

 借入経験のある事業者に対して、借入先を選定する際に重視するポイントを調査した

ところ、「金利が低いこと」が 55.0％と最も高く、次いで「無担保で借入れできること」が

44.7％、「保証人を立てずに借りられること」が 42.9％となった。一方、「他人に気づか

れないことへの配慮/個人情報管理の安心感がある」や「日本貸金業協会の会員であ

ること」など、借入先を選定する際に安心感を重視する様子も見てとれる結果となって

いる。 

 

＜図 40：借入先を選定する際に重視するポイント (複数回答 n=1,500)＞ 
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わからない/特にない
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個人向け調査結果 事業者向け調査結果

② 借入先として検討した先・選んだ理由 

 借入先として検討した先については、「銀行等の預金取扱金融機関」が 60.7％と最も高

く、次いで「クレジットカード・信販会社」が 52.5％、「消費者金融会社（全国展開等の大

手消費者金融会社）」が 32.9％と続いている。 

 借入先を選定した理由については、「借入手続きが簡単だったから」が 50.2％と最も高

く、次いで「金利が低かったから」、「担保・保証人が不要だったから」がそれぞれ 40.6％

となった。 

 

＜図 41：借入先として検討した先・選んだ理由 (複数回答 n=219)＞ 

  【借入先として検討した先】 
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クレジットカード・信販会社

消費者金融会社（全国展開等の大手消費者金融会社）

事業者金融会社

消費者金融会社

（地域にある規模の比較的小さな消費者金融会社）
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0.9%
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金利が低かったから
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審査時間が短そうだったから

パソコンやスマートフォン等、

インターネットで申込みができるから

知名度があり、安心感があるから

店舗やＡＴＭが自宅や勤務先の近くにあったから

他人に気づかれずに借入れができるから

テレビＣＭ等の印象が良かったから
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個人向け調査結果 事業者向け調査結果

③ 借入先を選定する際の情報源 

 借入先を選定する際の情報源をみると、「借入先企業のホームページ」が 32.9％と最

も高く、次いで「テレビＣＭ」が 26.0％、「友人・知人からの紹介」が 18.8％と続いてい

る。 

 

＜図 42：借入先を選定する際の情報源 (複数回答 n=1,500)＞ 
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取引先からの紹介
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ソーシャル・ネットワーキング・サービス（SNS）
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個人向け調査結果 事業者向け調査結果

(3) 借入れできなかった際に取った行動・影響 

① 借入れできなかった（申込まなかった）際に取った行動 

 借入経験のある事業者に対して、借入れできなかった（申し込まなかった）際に取った

行動について調査したところ、「個人の支出を減らして事業資金に充てた」と回答した

割合が 40.0％と最も高くなっており、その内容をみると、「生活費（89.5％）」や「趣味/

娯楽（レジャー、旅行を含む）等の費用（70.9％）」などの支出を減らして対応している

結果となっている。 

 

＜図 43：借入れできなかった際に取った行動 （複数回答 n=215）＞ 
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個人向け調査結果 事業者向け調査結果

 

  
(借入ができなかった際に取った行動の詳細) 
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個人向け調査結果 事業者向け調査結果

② 借入れできなかったことによる影響 

 希望どおりの借入れができなかったことによる影響については、「事業に必要な資材

の購入等に支障がでた」が 36.7％と最も高く、次いで「既存借入金の返済に支障がで

た」が 32.6％と続いている。 

 

＜図 44：借入れできなかったことによる影響 (複数回答 n=215)＞ 
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個人向け調査結果 事業者向け調査結果

(4) 延滞経験の有無と延滞した理由 

 借入経験のある事業者に対して、貸金業者からの借入れにおける 3 カ月以上の延滞

経験の有無について調査したところ、5.7％が支払いを延滞したことがあると回答してお

り、その延滞した理由については、「業績が悪化し手元資金が不足したから」が 69.4％

と最も高く、次いで「売上代金の回収が遅れたから」が 49.4％、「取引先が突然倒産した

から」が 15.3％となっている。 

 

＜図 45：延滞経験の有無と延滞した理由＞ 

  【延滞経験の有無 n=1500】 

 

【延滞した理由（複数回答） n=85】 
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支払いを3カ月以上延滞したことはない

支払いを3カ月以上延滞したことがある
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49.4%

15.3%

12.9%

8.2%

8.2%

3.5%

4.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

業績が悪化し手元資金が不足したから

売上代金の回収が遅れたから

取引先が突然倒産したから

怪我や病気で働けなくなったから

天候の悪化により、計画通り事業が進まなかったから

震災などの被災により、事業環境が変わったから

納品物等の瑕疵により、売上代金の回収が遅れたから

その他
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個人向け調査結果 事業者向け調査結果

(5) インターネットサービス等の活用状況・変化 

① インターネットサービス等の活用状況 

 借入経験のある事業者に対して、事業におけるインターネットの活用状況について調

査したところ、「電子メールの送受信」が 81.0％と最も高く、次いで「ホームページ閲覧

等の情報収集」が 69.8％、「インターネットバンキング」が 51.5％となった。 

 

＜図 46：インターネットサービス等の利用状況 (n=1,500)＞ 
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あなたの会社（自営業者・個人事業主の方はご本人）、

または所属する会社のホームページの開設

Facebook公式ページやLINE公式アカウント等、

SNSでの情報発信

弥生会計やMFクラウド会計等、

クラウド会計ソフトの利用

アルバイトや正社員の求人

Amazon、楽天市場等のECモールへの出店

GoogleやYahoo!のリスティング広告など、

インターネット上の広告出稿

電子政府・電子自治体

Hotpepper、楽天トラベル等の比較サイトへの掲載

その他

活用している・したことがある 活用したことはない
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個人向け調査結果 事業者向け調査結果

② インターネット利用によるビジネス環境の変化 

 インターネット利用によるビジネス環境の変化については、「インターネットバンキング

で、口座残高や入出金明細等を確認するようになった」が 32.5％と最も高く、次いで

「仕入れや備品等の購入をする際に情報源としてインターネットを利用するようになっ

た」が 32.1％、「インターネットでの物品購入が増え、実店舗で購入する頻度が減少し

た」が 30.5％と続いている。 

 

＜図 47：インターネット利用によるビジネス環境の変化 (複数回答 n=1,500)＞ 

  

32.5%

32.1%

30.5%

29.5%

28.7%

28.3%

27.8%

23.3%

18.9%

18.1%

17.4%

15.1%

12.2%

10.9%

10.4%

6.3%

5.5%

5.1%

5.1%

3.1%

2.1%

0.7%

0.0%

29.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

インターネットバンキングで、口座残高や

入出金明細等を確認するようになった

仕入れや備品等の購入をする際に情報源として

インターネットを利用するようになった

インターネットでの物品購入が増え、

実店舗で購入する頻度が減少した
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コミュニケーションが増えた

インターネットバンキングで、取引先に支払うようになった

ブログやホームページを開設して

情報を発信するようになった

ノートパソコンやスマートフォンを持ち歩くことで、

在宅や外での仕事が可能になった

書類の授受において、郵送が減り

電子メール添付等が増えた

新聞、雑誌等の情報メディアを見ることが減り、

情報源としてウェブサイトの比率が上がった

クレジットカードや電子マネー、仮想通貨支払等による

電子商取引が増えた

ブログやホームページ経由で、

問合せや発注がくるようになった

新規事業等を企画する際の情報源として

インターネットを利用するようになった

新規営業先の選定やリストアップに、

インターネットを活用するようになった

弥生会計やMFクラウド会計等のクラウド会計ソフトを

利用するようになった

E‐Tax （国税電子申告）等、国や地方自治体が

提供しているオンラインサービスを利用するようになった

チラシの配布やDM（ダイレクトメール）の送付が減った

求人サイト等でアルバイトや社員の募集をするようになった

Amazonや楽天等のECサイトに出品するようになった

打ち合わせや会議を、Skype等のビデオ通話サービスで

実施するようになった

ブログやホームページでアルバイトや社員の

募集をするようになった

Google Adwords等のオンライン広告を出稿するようになった

Hotpepper等の比較サイトに出稿するようになった

その他

特に変化はない
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個人向け調査結果 事業者向け調査結果

③ フィンテック等を活用した資金調達方法の認知・利用意向 

 借入経験のある事業者に対して、フィンテック等を活用した資金調達方法の認知につ

いて調査したところ、「よく知っている」、「ある程度知っている」と回答した割合の合計

をみると、「クラウドファンディング（寄付型）」が 27.3％と最も高く、次いで「クラウドファ

ンディング（購入型）」が 27.2％、「ソーシャルレンディング」が 10.7％となった。 

 

＜図 48：フィンテック等を活用した資金調達方法の認知度 (n=1,500)＞ 

   

 

  

 

 

7.0%

6.5%

3.0%

1.2%

1.9%

1.3%

20.3%

20.7%

7.7%

4.6%

3.9%

4.3%

25.3%

24.5%

19.5%

11.3%

13.5%

12.4%

47.4%

48.3%

69.8%

82.9%

80.7%

82.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

クラウドファンディング（寄付型）
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トランザクションレンディング

名前や利用方法について、よく知っている
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個人向け調査結果 事業者向け調査結果

 フィンテック等を活用した資金調達方法の利用意向については、27.9％が利用したい

と回答しており、利用したい理由では「金利が低いから」が 53.7％と最も高く、次いで

「調達できる金額が大きいから（必要な金額を調達できるから）」が 30.5％、「担保・保

証人が不要だから」が 27.2％と続いている。 

 インターネットを事業に活用している事業者の利用意向をみると、38.8％がフィンテック

等を活用した資金調達方法を利用したいと回答しており、そのうちの「ＥＣモール」や

「比較情報サイト」を利用している事業者では、48.2％が利用したいと回答している。 

 

＜図 49：フィンテック等を活用した資金調達方法の利用意向＞ 
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＜インターネットを事業に活用している事業者＞ 
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インターネットを事業に活用している
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個人向け調査結果 事業者向け調査結果

 

＜図 50：フィンテック等を活用した資金調達方法を利用したい理由（複数回答）＞ 
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テレビＣＭやネット広告等の印象が良いから

その他

全体(n=419) 法人（小規模企業経営者）(n=71) 自営業・個人事業主(n=347)
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取引先等で安心感があるから
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インターネットを事業に活用している(n=224) ECモールへの出店や比較サイトへの

掲載を行なっている(n=92)
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個人向け調査結果 事業者向け調査結果

(6) ヤミ金融等非正規業者との接触状況 

① ヤミ金融等非正規業者についての認知 

 借入経験のある事業者に対して、ヤミ金融等非正規業者、クレジットカードショッピン

グ枠の現金化業者、偽装質屋、似非（えせ）ファクタリング業者の認知について調査

したところ、どのようなものか知っていると回答した割合は、「ヤミ金融等非正規業者」

が 36.1％、「クレジットカードショッピング枠の現金化業者」が 33.4％、「偽装質屋」が

12.1％、「似非（えせ）ファクタリング業者」が 7.8％となった。 

 

＜図 51：ヤミ金融等非正規業者についての認知度 (n=1,500)＞ 
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② ヤミ金融等非正規業者の利用状況および接触有無 

 ヤミ金融等非正規業者との接触経験の有無をみると、16.3％が接触したことがあると回

答しており、その接触方法については、「ヤミ金業者等非正規業者からの電話」が

31.3％と最も高く、次いで「インターネット上の業者の広告」が 22.4％、「ヤミ金融等非

正規業者から届いた FAX」が 17.9％と続いている。 

 

＜図 52：ヤミ金融等非正規業者の利用状況および接触有無 (n=1,500)＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ ヤミ金融等非正規業者との接触方法 

＜図 53：ヤミ金融等非正規業者との接触方法 (複数回答 n=246)＞ 
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個人向け調査結果 事業者向け調査結果

3. 貸金業者に対する期待・要望 

(1) 貸金業者からの借入れについての今後の利用意向 

 借入経験のある事業者に対して、貸金業者からの借入れについての今後の用途別での

利用意向について調査したところ、「設備資金等の支払い」が 39.4％と最も高く、次いで

「取引先への支払い（一時的なつなぎ資金）」が 32.9％、「取引先への支払い（経常的な

資金）」が 21.5％となった。 

 

＜図 54：貸金業者からの借入れについての今後の利用意向 (複数回答 n=1,500)＞ 
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個人向け調査結果 事業者向け調査結果

(2) 借入先との連絡方法・手段 

 借各種問合せや返済相談等を行う際に望む借入先との連絡方法・手段では、｢店頭窓

口｣が 50.1％と最も高く、次いで「インターネット（会員専用ホームページ等）」が 43.3％、

「電話(オペレーターによる応答サービス)」が 36.9％と続いている。 

 

＜図 55：借入先との連絡方法・手段 (複数回答 n=1,500)＞ 
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個人向け調査結果 事業者向け調査結果

(3) 貸金業者に望むこと 

 貸金業者に望むことについては、｢庶民の生活に根ざした身近な金融機関としての存在｣

が 50.5％と最も高く、次いで「一定期間無利息等の新しい金融サービスの追求」が

28.8％、「安心して相談できる体制」が 27.7％となった。一方、貸金業者の業態や事業規

模に応じて、それぞれ望んでいる内容に違いが生じている結果となっている。 

 

＜図 56：貸金業者に望むこと (複数回答 n=1,500)＞ 
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参考資料 

 

ＪＩＣＣ貸金無担保登録情報（※消費者向残高あり） 

 

（2018 年 3 月末） 

■性別・年代別の構成比、一人当たり借入残高および一人当たり借入件数 

 

 

 

■居住地都道府県別分布 

 

※単位：人数・千人、構成比・％、平均残高・千円、平均件数・件

人数 構成比％ 平均残高 平均件数 人数 構成比％ 平均残高 平均件数 男性 女性

10代 4 0.1 81 1.07 3 0.1 78 1.08 0.9 0.6

20代 675 15.6 508 1.56 337 13.7 334 1.43 13.4 7.5

30代 889 20.5 638 1.47 443 18.0 369 1.40 12.5 8.3

40代 1,102 25.5 718 1.46 629 25.5 392 1.43 12.3 8.8

50代 892 20.6 779 1.50 516 20.9 406 1.44 12.4 9.0

60代 531 12.3 574 1.42 327 13.3 343 1.35 9.3 8.3

70代以上 234 5.4 335 1.29 208 8.4 237 1.23 10.8 14.2

計 4,327 100 642 1.47 2,463 100 363 1.40 11.8 8.6

男性 女性 就業者人口比％

※単位：人数・千人、％

北海道 291.2 11.3 石川県 42.5 7.1 岡山県 80.0 8.5

青森県 65.7 10.1 福井県 32.6 7.9 広島県 128.3 9.0

岩手県 56.9 8.7 山梨県 42.2 9.7 山口県 65.2 9.5

宮城県 123.5 10.4 長野県 92.2 8.3 徳島県 28.4 8.0

秋田県 48.9 10.0 岐阜県 80.3 7.4 香川県 40.7 8.4

山形県 45.7 8.1 静岡県 178.2 8.9 愛媛県 62.4 9.3

福島県 91.4 9.4 愛知県 341.6 8.6 高知県 35.1 9.9

茨城県 153.6 10.4 三重県 76.3 8.3 福岡県 315.2 12.6

栃木県 97.1 9.5 滋賀県 60.3 8.4 佐賀県 41.7 9.7

群馬県 90.5 9.1 京都府 122.1 9.3 長崎県 72.8 11.0

埼玉県 427.4 11.3 大阪府 513.5 11.8 熊本県 95.4 10.8

千葉県 365.3 11.2 兵庫県 274.9 10.1 大分県 66.7 11.6

東京都 952.2 12.4 奈良県 57.5 9.0 宮崎県 62.0 11.3

神奈川県 569.8 11.7 和歌山県 40.8 8.4 鹿児島県 90.9 11.4

新潟県 91.4 7.8 鳥取県 23.4 8.0 沖縄県 92.0 13.3

富山県 37.1 6.7 島根県 27.2 7.9 合計 6,790.4 10.4

都道府県 人数
就業者

人口比
都道府県 人数

就業者

人口比
都道府県 人数

就業者

人口比



 
 
 

2 
 

参考資料 

 

■残高区分別の構成比及び一人当たり借入件数 

 

 

注1） 「JICC」は、株式会社日本信用情報機構（貸金業法に基づく指定信用情報機関）の略称 

注2） 各計数は、株式会社日本信用情報機構が保有する信用情報のうち、貸金業法対象情報（消費者向無担保無保証残高

ありの登録情報）を基に集計したもので、異動情報（入金予定日から３カ月以上何ら入金されなかったもの）及び参考情

報が付帯してから 1 年以上経過する債務のある者等を除外したもの 

注3） 「就業者人口比％」は、総務省が公表している 2017 年度の男女別及び都道府県別就業者人口に占める割合 

注4） 「構成比％」は、小数点以下第 2 位を四捨五入しているため、合計しても必ずしも 100 とはならない。 

 

 

 

 

以上 

 

 

※単位：人数・千人、構成比・％、平均件数・件

人数 構成比％ 平均件数 人数 構成比％ 平均件数 人数 構成比％ 平均件数

777 18.0 1.03 606 24.6 1.03 1,383 20.4 1.03

828 19.1 1.18 707 28.7 1.23 1,535 22.6 1.20

838 19.4 1.27 606 24.6 1.34 1,444 21.3 1.30

1,007 23.3 1.87 438 17.8 2.06 1,445 21.3 1.93

475 11.0 1.84 76 3.1 2.14 550 8.1 1.88

229 5.3 1.78 21 0.9 2.13 251 3.7 1.81

141 3.2 1.89 9 0.4 2.27 149 2.2 1.91

33 0.8 2.41 1 0.1 2.70 34 0.5 2.42

4,327 100 1.47 2,463 100 1.40 6,790 100 1.44

女性 全体

300万円超

計

10万円以下

10万円超～30万円以下

30万円超～50万円以下

50万円超～100万円以下

100万円超～150万円以下

150万円超～200万円以下

200万円超～300万円以下

男性
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